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三
条
西
実
隆
筆
古
今
集
聞
書

に
つ
い
て

古
今
伝
授
以
前

の
実
隆
ー
f

石

神

秀

美

 

三
条
西
実
隆

の
古
今

学
を
主
題
と
す

る
場
合
、
必
然
的

に
そ

の
師

・
宗
砥
、

同
門

の
高
足

・
肖
柏
ら
が
、
あ

る
い
は
古
今
伝
授
が
間
.題
と
な

っ
て
来
る
。
残

念

な
が
ら
実
隆

に
於
て
は
、
古
今
伝
授

に
際
し

て
筆
録

し
た

で
あ

ろ
う
古
今
集

全
体

に
及
ぶ
聞
書

の
所
在
を
き
か
な

い
。
同
じ
く
宗
舐
門

の
宗
長
が
、 

『
宗
長

手
記
』
大
永
五
年
十

一
月
廿
日

の
条

に

「
宗
祇
故
人
、
此
道
執
心
浅
か
ら
ず
し

て
、
諸
家

の
師
範
と
な
り
、

こ
と

に
は
、
近

衛
殿
殿
下
、

三
迫
遙
院
殿
尭
空
、

ゆ
いじ
ゆ
い
ち
に
ん
 

 

 
 

 

 
ω

唯
受

一
人

の
御

口
伝

と
か
や
」
と
記
し
て

い
る
と

こ
ろ

か
ら
す
れ
ぽ
、
祇
注
と

し
て
は
、
近
衛
尚
通

の
聞
書
と
と
も

に
最
も
正
統
的
だ

っ
た
と
も

考

え

ら

れ

 
 
 
 
 
 

ω

る
。
 
『
実
隆
公
記
』
文
亀

二
年
十

二
月

一
日

の
条

に

「
予
聞
書
悉
焼
失
」
と
あ

る
の
を
信
じ

て
よ
い
な

ら
、

い
く
度

か
の
火
災

に
焼
け

て
し
ま

っ
た
も

の
か
。

や

二
纒

っ
た
も

の
と
し

て
は
、
書
陵
部
蔵

の
仮
名
序

・
巻
十

・
巻
廿

の
聞
書
が

縷

に
知
ら
れ

て
い
た
に
す
ぎ
な

い
。
し
か
し
、
尚
通
や
肖
柏

の
、
古
今
集
全
部

に
及
ぶ
聞
書

の
転
写
本
が
残

る
の
で
、

こ
れ
ら
と
切
紙
と
当
時

の
記
録
を
総
合

的

に
考
慮
す

る
な
ら
ば
、
宗
祇

の
実
隆

へ
の
古
今
伝
授

の
大
体
は

一
先
ず
閲
明

す

る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
勿
論
そ
れ
は
小
論

の
目
指
す
と

こ
ろ
で
は
な
く
、

こ

エ
で
の
目
的
は
主

に
は

い
わ
ぽ
そ
の
前
史

の
考

察

で

あ

る
。
書
陵
部

の
聞
書

と
、
新
出

の
、

そ
れ
に
深

い
関

り
を
有
す

る
聞
書
と

の
二
資
料

を
中

心
に
、
文

明
十
九
年
以
後
数
次

に
わ
た

る
正
式
な
伝
授
以
前

に
も
、
実
隆
は
宗
砥

の
古
今

集
講
釈
を
聴
聞
し

て
い
た
ら
し

い
と

い
う

こ
と

の
推
定
を

こ
瓦
う
み
た
わ
け
で

あ

る
。
そ

の
二
資
料
は

 

1
 
古
今
集
聞
書

(外
題
)

宮
内
聴
書
陵
部
蔵
三
条
西
実
隆
写
 

一
冊

(0
 
51
)

 

2
 
〔
古
今
和
歌
集
序
等
聞
書
〕
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵

〔三
条

 
 
西
実
隆
〕
写

 
一
冊

(
㎝

ト
27

1
)

で
あ

る
。

 
掲
出

の
順
序
と

は
逆
だ
が
、

は
じ
め
に
斯
道
文
庫
蔵

『
古
今
和
歌
集
序
等

聞

書
』

の
紹
介

か
ら
論
を
起

こ
し

て
ゆ

こ
う
。

 
そ

の
表
紙

は
、
後
補
淡
香
色
蓮
華
唐
草
文
表
紙

(
二
七
・
四

×
十
九
・
八

㎝
)
。

外
.題

な
し
。
そ

の
本
文
は
毎
半
葉
十

六
行
内
外
各
行
字
数
不
等
四

二
、
三
字
内

外
。
字
面
高
さ
約

二
三
㎝
。
内
題
を
闘
く
。
墨
附
全

二
三
丁
。
伝

三
条
西
実
隆

写
◎
主

に
漢
字
片
仮
名
交
り
文
を
も

っ
て
記
さ
れ

る
そ

の
内
容
は
、
お
も

に
は

仮
名
序

・
巻
十
物
名

・
巻
廿
大
歌
所
御
歌
等

の
注

で
あ

る
が
、

一
丁
裏

か
ら
本

文
が
は
じ
ま
り
、
半
葉
分

は
先
ず

仮
名

序
講
釈
に
於
け
る
不
審

の

語

句

の

説
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明
、
例
え
ば

 

人
丸
力
歌

 
チ
ル

ハ
雪

チ
ラ
ヌ

ハ
雲

ト
ミ

ユ
ル
カ
ナ

ヨ
シ
野

ノ
山

ノ
花

ノ
ヨ

 

ソ
メ

ハ

 

ナ
、シ
キ
シ 
 
 
 
 
 
ク 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

的

 
無
レ
名
錐
 
天

ヨ
リ
下
テ
ユ
ツ

ノ
木

ニ
ス
ミ

タ

マ
フ
天
照
大
口
口
使
也

等

で
あ

り
、

二
丁
か
ら
主
た
る
注
文

に
入

っ
て
、
日
附
入
り

の
仮
名
序

注

(～

八
丁
裏
)

・
巻
十
注

(
～
十

一
丁
裏
)
次

い
で
日
附

を
欠
く

い
わ
ゆ
る

「奈
良

十
代

の
事
」
注

(
十
二
丁
表

～
十

四
丁
表

二
行

目
)

・
巻

廿
注

(
十
五
丁
表
～

十
九

丁
表
八
行
目
)
、

ご
く
部
分
的

な
墨
滅
歌

注
と
、

こ
の
集

の
全
般

に
わ

た

る
増
補
、
さ
ら
に
奥
書
、

真
名
序
冒
頭
等

(～

二

一
丁
裏

初
行
)
、

最
後

に
ほ

増

一
葉
分

の
真
名
序
注

(
二
二
丁
表
～

二
三
丁
表
初
行
)
と
続

い
て
い
る
。

 

日
附
と
は
、
「
文
明

六
年
中
夏
 
十
口
」
「
同
廿

一
日
」
「
廿

三
日
」
「
同
廿
四

日
」
 
「
同
廿
七
日
」

で
あ
る
。
仮
名
序
講
釈

に
は
、
廿

日

・
廿

一
日

・
廿
三
日

の
三
日
間
を
か
け
、
物
名

の
三
分

の
二
程
を
廿
四
日

に
、

の
こ
り
を
廿
七
日
に

講
じ
た
も

の
の
如
く
み
え
る
。
あ
る

い
は
分
量
的

に
考
え

て
十
七
日

に
奈
良

十

代

の
事
を
も
講

じ
た
か
。

 
と

こ
ろ
で
そ
の
奥
書

に
曰
く

写
本
ニ
ハ
写
簿
様
押
之

 
嘉
暦
三
年

二
月

三
日
以
家
説
授

行
乗
了

 
 
 
 
 
 
大
納
言
家
御
奥
書

若
紛

失
之
時

 
 
 
 
 
 
為
後
証
写
置

之
者
也
 
前

大
納
言
藤

(
花
押
)

と
。
実

は
こ
の
奥
書
は
、
所
掲

の
本

の
筆

録
者

の
附
加
し
た
書
写
奥
書

で
も

な

け
れ
ぽ
、
講
述
者

の
与
え
た
伝
授
奥
書

で
も

な

い
Q

二
条
為
世
と
そ
の
弟
法
印

定
為

が
、
門
弟
行
乗

へ
講
じ
た
古
今
集

講
釈

の
聞
書

『
古
今
六
巻
抄
』

の
、
原

伝
授
奥
書
な

の
で
あ

る
。
従

っ
て

「
前
大
納

言
藤

」
は
為
世
を
示
す
。
所
掲

の

聞
書

の
日
附
を
欠
く
部
分

の
う
ち
、
巻
廿
注

以
下
奥
書

ま
で
は
『古
今

六
巻
抄
』

を
忠
実
に
書
写
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

総
じ

て
こ
の
聞
書
と
、 

『
六
巻
抄
』
を

つ
き
合
わ

せ
て
仔
細

に
比

べ
て
ゆ
く

な
ら
ぽ
、
仮
名

序

・
物
名

の
部

に
於
て
も
そ
れ

に
依
拠
し
て

い
る

こ
と
は
明
白

で
あ
る
と

い
え
る
。
同
時

に
物
名

注

の
日
附

「
同
廿
四
日
」
の
下
に
、
「
六
(
巻
)

口
定
為
法
印
説
之
」
と

い
う
添

え
書

き
も
あ
る
。

つ
ま
り
講
述

者
は
、
仮
名
序

・
物
名

に

つ
い
て
は
自
説

を
も
交

え
、
説
話

を
よ
り
豊

か
に
挿

み
な
ど
し
な
が

ら
講
じ
、
巻

廿
以
下
奥
書

ま
で
は
自

ら
の
所

持
す

る
拠

り
ど

こ
ろ
を
貸

し
与
え

て
写

さ
し
め
た
と

い
う

よ
う
な

お
も
む
き

で
あ

る
。

 

そ
う

し
て
そ

の
説
く
と

こ
ろ
は
、
ど

ち
ら
か
と

い
え
ぽ
古
今
修
学

の
途
次

に

あ

る
若
年

の
聴
聞
者
を
対
象
と
し

て
い
る
か
の
如
く
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
後

の
正
式
な
古
今
伝
授

か
ら
す
る
な
ら
、
形
態
は
か
な
り
変
則

的
と

い
わ
な
く
て

は
な
ら
ず
、
全
体
的
総
合
的

に

『
古
今
集
』
を
講
じ

よ
う
と

い
う
意
図
は
、
は

じ

め
か
ら
な

い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

い
く

つ
か
の
例
を
示
そ
う
。
先
ず
初

学
向

け
と
見
ら
れ
る
根

拠
と
し
て
、
故
実

を
説

い
て

詳

し

い
序
注

の
冒
頭
1
ω
i

を
、
次

に
序
と
物
名

の
注

か
ら

『
六
巻

抄
』

に
よ
る
と

こ
ろ
の
多

い
、

つ
ま
り

字
句
上

の
酷
似
が

あ

っ
て

一
見
し
て
そ
れ
と
分
か
る
部
分

を
引
き
、
『
六
巻
抄
』

と
対

置
し
て
お
く
ー
㈲
09
◎
㈹
1

。
な
お

『
六
巻
抄
』
は
、
以
下
す

べ
て
片
桐

洋

一
氏

『
中

世
古
今
集
注
釈
書
解
題

 
三
』

に
謙
刻
さ
れ

て
い
る
本
文

に
よ

っ

た
。
 
ω

 
序
冒

頭

 
序

ト
申

ス
ハ
奥

ニ
ア

ル
事

ヲ
始

ニ
シ
ラ

ス
ル
也

嵜

ニ
ハ
序

タ
テ

マ
ロ
ロ

ト

云

テ

 
野

ノ
行
幸

三
ア
モ
川

ノ
/
行
幸

ニ
テ
モ
ア

ル
会

ノ
ア

ル
時

二
一
首
懐
紙

ア
ル
時

二

 
其
内

ノ
座
上

ノ
上
客
大
臣
家

ノ
人
序

ヲ
/

タ
テ

マ
ツ
ル
也
紙

一
枚

ノ
物
也
真

 
名
也
 
滋
行

力
序

ノ
如

キ
ハ
仮
名

テ
ア
リ

シ
也
勅
撰
奏
覧
/
之
時

ハ
目
録
ト
序

 
ト
ヲ
奉

ル
也
其
後

二
巻
頭

ヲ
奉

テ
後

二
春
部

ヲ
進

ル
也

(掲
出
本
2
)

 
㈲

 
序

「
手
習

ふ
人

の
始

に
も

し
け

る
」

一34一



手

習

フ
人

ノ
始

ニ
ハ
ト
云

ハ
イ

ロ

ハ
ノ
奥

二
此

二
首

ヲ
書

「
ナ

リ

 
源

氏

若

紫

巻

ニ
ミ

へ
/

タ

リ

 

源

氏

ハ
古

今

ノ
後

ナ

レ

ト

モ
古

ヨ
リ

。
ナ

ラ

ヒ
見

へ
侍

ラ

ン
 

詩

正
義

詩

者

論

功

頒

徳

之

歌

者

止

/

口

妨

レ
邪

之

調

也

 

難

波

津

論

功

徳

安
積

山

ハ
防

僻

邪

也

故

日
父

母

也

 

 
(
掲

出

本

2
)

 

…
…

詩

正

義

日

、
詩

、者

論

レ
功

頒

レ
徳

之

言

、
歌

ハ止

レ僻

防

レ
邪

.之

訓

云
々
。

○

て
な

ら

ふ
人

の
は

じ

め
 

イ

ロ

ハ
ノ
オ

ク

ニ
此

歌

ド

モ
ヲ
書

欺

。

源

氏

ワ

 

カ
紫

ノ
巻

二
、

六

条

院

干
時
中
将
北

山

ヨ
リ
カ

ヘ
リ

テ

又

ノ

日
、

ア

マ
ウ

ヘ

 

ノ

モ

ト

ヘ
ツ
カ

バ
サ

ル

・
御

フ

ミ

ノ
中

二
、

チ

イ
サ

ク

ヒ

キ

ム

ス
ビ

テ
紫

 

ノ

ウ

ヘ

ニ

 

 

面

影

は

身

を
も

は

な

れ

ず

山

桜

こ

瓦
ろ

の

か
ぎ

り
と

め

て

こ
し

か
ど

 

ト

ア

ル
御

返

事
、

イ

カ

ぐ
キ

コ

エ
ン
ト

オ

ボ

シ

ワ
ヅ

ラ

フ
。

ユ
ク

テ

ノ
御

 

コ
ト

ハ
ナ

ヲ
ザ

リ

ニ
モ
思

タ

マ

ヘ
ナ

サ

レ

シ

ヲ
、

ブ
リ

ハ
ヘ
サ

セ
給

ヘ
ル

 

ニ
、

キ

コ

エ
サ

セ

ン
カ

タ

ナ

ク
、

マ
ダ

ナ

ニ

ハ
ツ

ヲ
ダ

ニ
、

バ
カ
ぐ

シ

 

ウ

ツ

ぐ

ケ

ハ
ベ

ラ

ザ

メ

レ
バ

、

カ

ヒ
ナ

ク

ナ

ン
。

サ

テ

モ
、

 

 

嵐

ふ
く

お

の

へ
の

さ

く

ら

ち

ら

ぬ

ま

を

心

と

め

け

る
程

の

は

か

な

さ

 

イ
ト

ぐ
ウ

シ

ロ

メ
タ

ウ

ト

ア
リ

。

又

六
条

院

ヨ
リ

、

カ

ノ
御

ハ
ナ

チ

ガ
キ

 

ナ

ン
、

ナ

ヲ
見

タ

マ

へ

"、
ホ

シ
キ

ト
テ

 

 

あ

さ

か

山

あ

さ

く

も

人

を

お

も

は

ぬ

に
な

ど

や

ま

の
井

の

か
け

は

な
る

 

 

ら

ん

 

ト

イ

ヘ
リ

。

ナ

ニ

ハ
ツ

ヲ
ダ

ニ

バ
カ
ぐ

シ
ウ

ツ

.・
ケ
侍

ラ
ザ

メ

レ
バ

ト

 

モ
云

、

又

ソ

ノ
御

ハ
ナ

チ

カ

キ

ナ

ヲ

見

タ

マ

ヘ
マ

ホ

シ
キ

ト

テ
、

あ

さ
か

 

山

あ

さ

く

も

と
侍

レ
バ

、

手

ナ

ラ

フ
人

ノ

ハ
ジ

メ

ニ
、

彼

二
首

ヲ

ナ

ラ

フ

 

事

ニ
ヤ

ト
見

エ
タ

リ

。

源

氏

ハ
古
今

ノ
後

ナ

レ
ド

モ
、

イ

ニ

シ

ヘ

ヨ
リ

ノ

 

習

ナ

ル
歎

。

仰

云

、

此

義

有

興

事

也

。

(
裏

書

)
○

故

ニ
ナ

ニ

ハ
ツ

ノ
歌

ハ
論

功
頒

徳

ス

ル

ミ

ナ

モ
ト

也

。

ア
サ

カ

山

 

ノ

コ
ト
バ

ハ
止
僻

防

邪

モ

ト

ナ

レ
バ

、

ニ

ノ
徳

ヲ
顕

ス
。

故

二
此

二
首

ヲ

 

歌

ノ
父

母

ト

イ

ヘ

ル
ナ

ル
ベ

シ
。
 

(
『
六
巻

抄

』
)

の

 
序

「
い

ま

は

ふ

じ

の
山

も

煙

た

Σ
ず

」

今

ハ
富

士

ノ
山

モ
 

 
コ

レ

ハ
思

ノ
タ

エ
ヌ
事

ヲ
煙

富

士

ノ
煙

ト

タ
ト

へ
我

身

ノ

ブ

リ

ヌ

ル
事

ヲ

ハ
ナ

カ

ラ
/

ノ
橋
三

タ

ク

ヘ
キ

ツ

ル

ニ
煙

モ
タ

エ
橋

モ

ツ

ク

リ

ツ

レ

ハ
其

タ

ク

ヒ

モ

ナ

ケ

レ

ト
富

士

ノ
煙

ハ
タ
/

エ
ス
ナ

カ

ラ

ノ
橋

ハ
フ

リ

ヌ

ト

ヨ
ミ

ヲ

キ

タ

ル
寄

ヲ

ミ

テ
煙

ヲ

モ
猶

身

ノ
タ

ク

ヒ

ニ
思

ヒ
テ
/

心

ヲ

ナ

ク

サ

ム

ト

云

ナ

ル

ヘ
シ
富

士

ノ
煙

ノ
事

不
立

ノ
義

タ

テ

申

説

サ

マ

く

カ
キ
ヲ
キ
侍

レ
ト
猶
庭
訓

ハ
マ
サ
シ
ク
不
断

ノ
義

也
…
…
(
掲
出
本
2
)

○

い

ま

は
、

ふ
じ

の
山

も

煙

た

Σ
ず

、

な
が

ら

の
な

し

も

つ
く

る

な

り
と

き

く

人

は
、

歌

に

の

み
そ

心
を

な

ぐ

さ

め
け

る

範
兼
卿
此
義
也

 

或

義

ニ

ハ
、

思

ノ

タ

エ
ヌ
事

ヲ
バ

富

士

ノ
煙

ニ
タ
ト

へ
、
身

ノ

ブ
リ

ヌ

ル

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

不
立

 

事

ヲ
バ

長

柄

ノ
橋

ニ
タ

グ

ヘ
キ

ツ

ル

ニ
、

煙

モ

タ

・
ズ

、
橋

モ

ッ
ク

リ

ツ

 

レ
バ

、

ソ

ノ

タ
グ

ヒ

モ

ナ

ケ

レ
ド

モ
、

富
[士

ノ
煙

ハ
タ

エ
ズ

、

長
柄

ノ
橋

 

ハ
フ

リ

ヌ

ト

ヨ
ミ
置

タ

ル
歌

ヲ
見

テ
、

煙

ヲ

モ
橋

ヲ

モ
猶

身

ノ

タ
グ

ヒ

ニ

 

思

テ

心

ヲ

ナ
グ

サ

ム

ト

云

ト

云
義

ア

レ
ド

モ
当

流

ノ
庭

訓

不

然

也

。
煙

ノ

 

不
断

ナ
リ

ト
云

也

Q

不
立

ト

云

タ

ル

ハ
、

打

キ

・
タ

ル

ハ
心

ハ
ヨ
ケ

レ
ド

 

モ
、

当

流

ハ
不
断

ノ
義

也

Q

…

…

(『
六
巻

抄

』
)

◎

物

名

キ

チ

カ

ゥ

俗

ニ
ハ
キ

キ

ヤ

ウ

ト
云
也

研

ハ
義

ナ

シ

(
掲

出

本

2

)

 

 

 

 

 
 

俗

ニ
キ
、
ヤ
ウ
ト
云

き

ち

か

う

の
花

、

桔

梗

也
。
 

(
『
六
巻

抄

』
)

 

 

 

 

 
 

 

キ
チカ
ウ

㈲

同

口
 
 
 謄

ロ

ゥ

タ

ン
 

俗

ニ
ハ
リ

ン
タ

ゥ

ト
云

也

…

…

(掲

出
本

2
)

り

う

た

む

の
は

な

、

俗

二
龍

謄

ト

云
。

(
『
六
巻

抄

』
)

O
O
 
 
O
 
O
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リ
ウ
タ
ソ
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こ
の
う
ち
◎
㈹

は

『
古
今
集
延
五
記
』
な
ど
も
類
似
し

て

い

る

が
、

た

じ

「
俗

一こ

と

い
う
と

こ
ろ
は
独
自
で
あ
る
。

 
と

こ
ろ
で

『
六
巻
抄
』

に
は
真
名
序
注
な
く
、
そ

の
分
量
は

こ
れ

に
拠
る
と

こ
ろ

の
多

い
東
常
縁
講

・
宗
祇
筆
録

の

『
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書

』

に
比
較
す

る
と
す
く
な

い
。
し

か
し
、
「
本
文
」
「
本
説
」

の
説
明

に
は
む
し
ろ
詳

し

い
と

こ
ろ
が
あ
り
、
訓
詰
注
釈
的
傾
向
は
よ
り
強

い
と

い
え
よ
う
。
現
存
諸
本

は
、

発
孝
を
通
じ
、

そ
の
弟
子
円
雅
が
写
し
持

っ
て

い
た
も

の
を
同
門

の
東
常

縁
が

書
写
し
た
常
縁
所
持
本

に
発
す
る
と

い
う
。
宗
祇
が

こ
れ
を
所
持

し
て

い
た
だ

ろ
う

こ
と
は
ほ

黛
疑

い
な

い
。

 
さ
て
所
掲

の
斯
道
文
庫

の
聞
書
が
注
目
す
べ
き
な

の
は
、
仮
名

序

・
物
名
注

に

「
文
明
六
年
中
夏
 
廿
口
」
以
下
数

日
の
日
附
を
有
す

る
こ
と
で
あ

ろ
う
、

こ
れ
が
も
し
、
伝
え
ら
れ
て

い
る
よ
う

に
三
条

西
実

隆
筆

の
写
本

で
あ

り
、

し

か
も
実
隆
二
十
歳

の
文
明
六
年

に
聴

聞
し
た
古
今

集
講
釈

の
、
自

ら
の
筆

録

に

か

瓦
る
聞
書

で
あ

る
と
す
れ
ば
、
『実

隆
公
記
』
同
年

の
条

々
に
記
事

を
闘

く
、

三

・
四

・
五

・
閏

五

・
六

・
七
月

の
う
ち

の
縷

か

に
数
日
と
は

い
え
、

そ
の
國

を
補
う

一
資
料
と
も
看
倣
し
得

る

こ
と
に
な
る
。

こ
の
聞
書

に
は
、
そ
も
く

所
伝

の
書
写
者

三
条
西
実
隆
を
示
す
奥
書

そ

の
他

の
明

徴

が

な

い
。
け
れ
ど

も
、
実
隆

の
筆

跡
で
あ

る
こ
と

に
つ
い
て
は

こ
れ
を
比
定
す
る
資

料
を
、
ほ
か

に
み

い
だ
す

こ
と

が

出

来

る
。
そ
れ
が
掲
出
本
1

・
書

陵
部
蔵

『
古
今
集
聞

書
』

で
あ
る
。

 
 
 
 

二

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
ω

 
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『
古
今
集
聞
書

』
は
、
先
ず

表

紙

は

黒
色
覆
表

紙

(
二

六

・
九

×
二

一
・
八

㎝
)
。
左
肩
書
題
簸

「
古
今
集
聞
書
」
と
。
内

題
を
闘

く
。

本
文
は
、
毎
半
葉
十

六
行
内
外
各
行

三
六
、
七
字
乃
至
四
十
字

に
し
て
不
等
。

漢

字
平
仮
名
交

り
の
注
文

は

一
字

さ
げ
、
漢
字
片
仮
名

交
り
の
小
注

は
、
小
字

ほ
ゴ
双
行
。
所
引

の
漢
文

に
は
、

ま

瓦
返
点

・
竪
点

・
送
仮
名
が
附

さ
れ

る
。

字
面
高

さ
約

二
二

・
五

㎝
。
行
間

・
上
部
余
白

に
本
文
同
筆

及
び
後
補
別
筆

の

小
字
書

入
が
あ

る
。
墨
附
全

五
二
丁
。

 

そ
の
奥
書

に
曰
く

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
㈲

 

永
正
十

二
年

八
月
十

一
日
書
夜
写
終
 
尭
空

と
。
永

正
十

二
年

(
一
五

一
五
)

は
宗
祇

死
没

の
年
文
亀

二
年

(
一
五
〇

二
)

よ
り
数

え
て
十

三
年

を
隔

て
て

い
る
。

 
内
容

は
仮
名
序

・
巻
十

・
巻
十

の
注

で
あ

り
、

さ
ら
に
末
尾

に
、
頓
阿

・
兼

好

・
慶
運

と
並

ん
で
、
為
世
門

の
和
歌

四
天

王
と

い
わ
れ

た
浄
弁

に
よ
る
作
者

部

類
と
、
東
家
系
図
が
附
加
さ
れ

る
。
そ

の
注

の
部
分

は
、
第

一
に
、
片
桐
氏

が

前
掲

『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
 

三
』

に
最
も
優
れ

た
本
文

を
持

つ
と

し

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥

て
麟
刻

さ
れ
た
、
近
衛
尚
通
書
写
系
統

の

『
両
度

聞
書
』
と

ほ

ゴ
同
文

の
注
文

を
先
ず

か

Σ
げ
、
第

二
に
宗
祇

の
肖
柏

に
対
す

る
古
今
集
講
釈

の
集
大
成

た
る

 

 
 
 
 
 
 

¢り

『
古

今
和
歌
集
占
聞
』
を
概

ね
そ

の
ま

x
写

し
て
増
補

し
、
第

三
に
、
小
字

の

注

文
を
添

え
る
と

い
う
構
成
を
と

る
。
そ
し

て
そ

の
小
字

の
注
が
、
斯
道
文
庫

の
前
掲

『古
今
和
歌
集
序
等
聞
書
』

と
、

ま
さ
に

一
致

し
て

い
る
の
で
あ

る
。

も

っ
と
も
、
あ

き
ら
か
な
内
容
的

重
複

・
直
接
関

り
な

い
説
話
的
要
素

は
省
略

さ
れ
て

い
る
場
合
も
あ

る
Q

 

比
較

的
短

い

一
例
を
示
す
。

台
点
(
原
本

に
あ
り
)
を
附

さ
れ
た
部
分

が

『
古

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

⑧

聞
』
か
ら

の
増

補
か
と
み
と
め
ら
れ
る
。
尚

小
字

の
注
文

に
於

て

(
 
)

に
よ

っ
て
補
入
し
た

の
は
、
斯

道
文
庫

の
聞
書

に
存
し
書
陵
部

の
聞
書

に
省
略

さ
れ

る
部
分
で
あ
り
、
両
者
字

句

の
相
違
も
傍

に

(
 
)

に
よ

っ
て
表
す
。
 
(
よ

っ

て
原
本

の
体
裁
と
小
異
あ
り
)

 

と
を
き
所
も

い
て
た

つ
あ
し
も
と

よ
り

は
し
ま
り
て
年
月
を
わ
た

り
た
か
き
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山
も

ふ
も
と

の
ち
り
/

ひ
ち
よ
り
な
り
て
あ

ま
雲

た
な
ひ
く
ま
て
お
ひ

の
ほ

 
れ
る
こ
と
く

に
■こ
の
う

た
も

か
く

の
こ
と
く
/

な
る

へ
し

 
 
居
易
座
右
銘

 
 
千
里
始
足
下
高
山
起
微
塵
と

云
心
也
此
.紘
も
か
く

の
こ
と
く
な
る

へ
し
と

 
 
は
上
に

い
へ
る
人

の
心
/
を
た
ね
と
す
る
と
云
よ
り
花

を
め
て
鳥

を
う
ら

 
 
や
み
霞

を
あ
は
れ
ひ
露

を
か
な
し

ふ
と
云
/
ま
て

の
心
を

い

へ
り
道

の
さ

 
 
か

へ
ひ
ろ
ま
る
た
と

へ
也
 

＼

一
段
也
ち
り

い
ん
ち
と

よ
む
也
塵

土
也
/

 
 
片
も
土
也
ち
り
は
六
塵
之
義
也

一
気
を
う
け
て
人
身

と
な
る
心
あ

り

二
神

 
 
よ
り
人
世
に

い
た
/

り
て
寄
道

ひ
ろ
ま
れ
る
心
也
最
初

よ
り
お

こ
る
よ
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
カ
ラ
)

 
 
を

い

へ
り
 
 
ト
ヲ
キ
所
モ
ヨ
リ

ハ
上
ノ
花
鳥
/
霞
露
ノ
ツ
モ
ル
証
拠
ヲ
云
也
/
チ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
享
(ナ
リ
)

 
 
リ
ヒ
ヂ
 
塵
ノ
ホ
コ
リ
ニ
タ
ツ
也
 
ヒ
タ
ル
土
也
 
 
(居
易
座
右
銘
日
千
里
始
足
下

 
 
高
山
起
微
塵
云
ぐ
チ
リ
ヒ
チ
ト

ハ
塵
土
也
) 

土
ノ
ハ
ヒ
ニ
立
ヲ
ハ
因
幡
ノ
国

ニ
ハ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
ヨ
ム
)

 
 
チ
リ
ヒ
チ
ト
云
チ
リ
イ
チ
ト
読

ヘ
シ

 

こ
の
書

陵
部

『古
今
集
聞
書
』

の
筆
跡
と
、
斯
道
文
庫

の
聞
書

の

そ

れ

と

は
、
全
く
同

一
と
認
定
し
得

る
よ
う
に
思
ら
。

つ
ま
り
掲
出
本
2

・
斯
道
文
庫

蔵

『
古
今
和
歌
集
序
等
聞
書
』

は
、
所
伝

の
よ
う

に
三
条
西
実
隆
書
写

と
断
じ

て
誤
り
な

い
も

の
と
信
ず

る
。

三

 

 
文
明

六
年
中
夏

の
数
日
、
こ

の
講
莚

を
開

い
た
の
は
誰
な

の
か
。
直
接

の
筆

録
者

の
検
討
を

一
ま
ず
措

く
と
し
て
、
主

に
内
容

の
面
か

ら
、
溝
述
者

を
推
定

し
て
み
よ
う
。

 
書
陵
部

の
聞
書

に
於

て
、
実
隆
が
意
図
す

る
の
は
、
問
題
と
し
て

い
る
小
字

の
部
分
を

一
旦
除
外
す
る
な
ら
、
宗
紙
流

の
聞
書

の
集
成
と

い
う

こ
と

で
あ

ろ

う
。
そ

の
場
合
、
す

こ
し

の
重
複
は
さ
し
て
気

に
と
め
ず
、
あ

ま
り
省
略

は
し

な

い
で
そ

の
ま
エ
に
書
ぎ
写
す
方
針
ら
し

い
。
前
項
引
用

文
で
は
充
分

に
は
わ

か
ら
な

い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、 

「
道

の
さ
か

へ
ひ
ろ
ま
る
た
と

へ
也
」
と
、

「
冴
道

ひ
ろ
ま
れ
る
心
也
」
は
明
白

な
重
複

と

い
え
る
。
例

え
ぽ

「
こ
の
う

た

あ
め

つ
ち
の
ひ
ら
け
は
し
ま
り
け
る
時

よ
り

い
て
き

に
け

り
」

の

一
段

に

つ
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨

て
は
そ
の
方
針
が
は

っ
き
り
表

わ
れ
て

い
る
。

こ
の
あ

た
り
明
応

六
年

(
一
四

九
七
)

に
は
じ

ま
る
近
衛
尚
通

に
対

す
る
古
今

伝
授

と
文
明
十

三
年

(
一
四
八

…
)
に
は
じ
ま
る
肖
柏

に
対

す
る
そ
れ
と
で
は

い
さ

Σ
か
宗

砥
に
手
順

の
ち

が

い
が
あ

っ
た
ら
し
く
、
肖
柏

の

『古

聞
』

が
、
仮
名
序
本
文

の
字
句
を
細

か
く

区
切

っ
て
釈
す

る
の
に
比
し
て
、
尚

通
系
統

の

『
両
度
聞
書
』

は
、
も

っ
と

大

ま
か
な
区
切

り
方

で
あ
る
。
実
隆

へ
の
伝
授

が
尚

通

へ
の
伝
授

と
全
く
同

じ
も

の
で
あ

っ
た

の
か
、
そ
れ
と
も
自
ら

の
聞
書

を
焼

い
て
し
ま

っ
た
実
隆
が
尚

通

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑩

所

持

の
聞
書

を
借
り

て
写
し
た
も

の
か
、
そ
れ
は
不
明
と
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
が
、

こ
の
系
統

の
聞
書
を
最

も
重
ん
ず

べ
き

も

の
と
実
隆
が
考

え
て

い
た
だ

ろ
う

こ
と
が
掲
出
本

1
の
形
態
か
ら
う
か

団
え
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

二
つ
を

つ

き
合
わ
せ
て
合

成
す

る
こ
と
は
、
文
意
を
と

っ
て
文
章
を
書

き
か
え
る

の
で
な

け
れ
ば
、
な
か
く

に
む
ず

か
し
そ
う
な

の
で
あ

る
。
そ

こ
で
先
ず
尚
通

の
聞

書

と
同

一
本
文
を
写

し
、
次

に

『
古
聞
』
を
写
す

こ
と

に
し
た

の
で
あ

ろ
う

、

か
く
別

々
の
機

会

に
於
け

る
宗

祇
の
講

釈
を

ほ

ゴ
省
略
な
し

に
書
写
す

る
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
続
く
小
字

の
片
仮
名
交
り

の
部
分
も
同

じ
く
宗
祇

の
講
ず

る
と

こ
ろ
を
筆

録
し
た
も

の
の
写

し
で
あ

る
と

一
応

考
え
た
く
な

っ
て
く

る
。

そ
う
し
て
全
体
で
、
仮
名
序

・
巻
十

・
巻
廿

の
、
祇
注

の
集
成
を
目
指
し

た
も

の
で
あ
ろ
う
と
考
え
た

い
。

そ
の
内
容

は
こ
と
さ

ら
書
き

つ
け

る
以
上

は
異
色

の
と

こ
ろ
も
勿
論
な
く
て
は
な
ら
な

い
が
、
『
両
度
聞
書
』
『
古
聞
』

に
相
当
似

か
よ

っ
て

い
る
。
前
項
引

用
文
に
於

て

「
居
易
座
右
銘
」
を
引
く

の
は
、

こ
れ

も

二
条
流

に
属
す

『
古
今
集
延
五
記
』
等
が
同
様

で
あ

り
、

必
ず

し
も
そ

の
証

拠

と
な
ら
な

い
の
で
別

に
例
を
あ
げ
る
と
、
冒
頭
、
第

一
項
引

用
文

に
次

い
で
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大
和

ハ
日
本

ノ
捻
名
也
他
流

ノ
捻
義

憶

天
竺

ハ
梵
語
唐
土

ハ
漢
字

口

本

ハ
倭

 

字
ヤ

マ
ト

・
云

ハ
和
字
也
/
当
流

ハ
日
本

ノ
始

ハ
水

ハ
ヒ
イ
テ
泥

バ
カ

リ

テ

 

ア
リ

シ

ニ
山
カ
サ

シ
イ
テ

・
ア
ル
ニ
神

ス
ミ
タ

マ
フ
其
泥

ハ
山

ノ
/
口
ロ

ヨ

 

リ
泥

ヵ
カ

タ
マ
リ

タ
リ
氷

ノ
礒

ヨ
リ

コ
ホ
ル
様

ナ
リ
キ
サ

ル
ポ
ト

ニ
山

跡

ト

 

云
也
其
時

ノ
草

ハ
葦
/

ロ
カ
リ
也

故

二
葦

ヲ
シ
キ
テ
神

ノ
イ
ル
ポ
ト

ニ
葦

引

 

ノ
山
ト
云
也
 
 
(
掲
出
本

2
)

と
あ
る
と

こ
ろ
尚
通
系

の

『
両
度
聞
書
』

に
は

(
抄
出
)

 

此
国

を
や
ま
と
と

い
ふ
事

は
、
伊
舞
諾
、
伊
舞
冊
尊

天
く
だ
り
給

ひ
て
後
も

、

 

国
荒

び
て
あ
し
原

の
み
な
れ
ぽ
、
水
土

い
ま
だ
か
は
か
ず

し
て
、
人

は
み
な

 

山
に
と

ゴ
ま
り
て
跡

を

し
め
し
ゆ

へ
に
、
此
国
を
や
ま
と

エ
い
ふ
。
山

の
あ

 

と

二
い
ふ
心
也
。

…
…
又
、

大
和
歌
と

い
ふ
事
、
お
ほ

い
に
や
は
ら
ぐ
と

い

 

ふ
心
に
て
大
和
と
書
事
あ

り
。
大

は
三
国

に
を
よ
ぽ

す
義
也
。
小

に
対
す

る

 

「
大
」

に
は
あ

ら
ず
。

い
か
む

と

な

れ

ば
、
天
竺

の
梵
字

を
漢
字

に
う

つ

 

し
、

そ
れ
を
仮
名

に
や
は
ら
げ

た
る
心
也
。
…
…
し
か
れ
ど
も
、

や
ま
と
歌

 

と

い
ふ
事

は
山
あ

と
歌
と

い
ふ
を

お
も
て

に
す
べ
し
。

…
…

の
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。
『
古
聞
』
大
略
同
じ
で
、
「
や
ま
と
の
説
山
迩

の
義
を

本
と
す
」
な
ど
と
あ

る
。

こ
う

し
て
み
る
と
、
掲
出
本
2

・
斯
道
文
庫
蔵

『
古

今

和
歌
集

序
等

聞
書
』

と
、
宗

祇
流

の
注
釈
と

の
内
容
的
な
類
似

は
明
白

で
あ

り
、
す

く
な
く
と
も
同
系
統

の
学
豚

に
あ

る
人

の
講
説
た
る

こ
と
は
疑

い
を
容

れ
な

い
。

 

そ
し
て

こ
の
こ
と

は
、

こ
の
聞
書

に
附
録

の
よ
う

に
添

え
ら
れ
た
約

一
葉
分

の
真
名

序

の
注

に
於

て
、

よ
り
あ
ぎ

ら
か
に
い
う

こ
と
が
出
来

る
。

そ
れ

は
十

一
項

に
わ
た
る
部
分
的

な
も

の
に
す
ぎ
な

い
が
、
内
容
は

『
両
度
聞
書
』
 
(
板

本
系

に

の
み
真
名
序
注
あ

り
)
・
『
古
聞
』
と

ほ
ゴ

一
致
し
て
し
か
も

よ
り
詳
細

な
点
が
あ

る
。

大
津
皇

子
 

天
武
天
皇
第

三
皇
子
 
 
(
掲
出
本
2
)

大
津

の
皇
子
と

は
天
武
第

三
の
御
子
也
 
 
(板
本

『
両
度
聞
書
』
)

(続
)

口
万
葉
集

ト
イ

ヘ
ル

ハ
今
集

ノ
外

二
無
歎
世

二
不
見
事
也
続
万
葉

ト
云

テ

既

二
此
名

ア
ル
/
ロ

ノ
ア
ル

ニ
ハ
ア
ラ

シ
只
万
葉
集

ヲ
ッ
キ

テ
先

如
此

被

二
撰

テ
重
テ
同
集

ヲ
部
類

ノ
/
今

集

ト
号

ス
ル
者
欺

云
≧
 

(
掲
出
本

2
)

続
万
葉
集
と
は
 

 
う
ち
き

N
と
て
先

集
に
名
を
付

る
也

か
く

て
な
を
部
類

し

て
く

は
し
く
え
ら

ひ
て
後
古
今

集
と

い
へ
り
是
皆
代

々
集

の
習
也
 
 
(
板

本

『
両
度
聞
書
』
)

彦
火

、・
出
見
尊

ノ
兄
火
閲
降
命
弟
尊

ハ
山

ノ
幸

ノ
在
兄
命
海
幸
在
兄
弟
相
/

口
口
心

、、、
二
幸

ヲ
カ

ヘ
ン
ト
思
ト
テ
是

ヲ
カ

フ
各

ソ
ノ
幸

ヲ
得

ス
兄
悔
之
則
弟

ノ
弓
矢
/
口
ロ

ヘ
ス
サ
テ
我
鈎
テ
ヲ
弟

二
乞
給

フ
時
兄

ノ
鈎

ヲ
失
求

二
不
レ
得

故

二
新
鈎

ヲ
作
テ
/
ロ

シ
給

ニ
ウ
ケ
取
給

ハ
ス
其
故
鈎

ヲ
ハ
タ
リ
給

フ
弟
患

へ

玉
テ
海
畔

へ
行

シ
テ
吟
/
口
塩
土
ノ
老
翁

ニ
ア
ヒ
ヌ
翁

ト
来
テ
云

ナ

ン
カ

ユ

へ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
塩
筒
翁

カ
ウ
レ

へ
玉

フ
ヤ
事

ノ
ア
リ
サ

マ
ヲ
/
ロ

タ

へ
玉
フ
公羽
云

ナ
ゥ
レ

へ
玉
ソ
ト

テ
無
レ
目
籠

ヲ
作
テ
尊

ヲ
中

二
入
奉

テ
海

二
況
/
□
ロ

ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
海
神

ノ
宮

昌

到
給

フ
海
神

ユ
ヘ
ヲ
問
奉

ル
尊

ア
リ
サ

マ
ヲ
ウ
タ

へ
玉
フ
ニ
/
海
神
大
小

ノ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

ア
カ
メ
鯛
ア
カ
メ
タ
イ
也

魚
共

ヲ
集

メ
テ

セ
メ
ト
フ

皆

シ
ラ

ス
ト
申
赤
女
此
比

ロ
ノ
疾

ア
リ

ト
テ
不
/

来

ヨ
リ

テ
是

ヲ
召
テ
其

ロ
ヲ
サ
ク

ル
ニ
果

メ
失

ヘ
ル
鉤

ヲ
得
リ
尊
海

神

ノ

女

豊
玉
姫
/

ヲ
后
ト
メ
ワ
タ
ツ
ミ

ノ
宮

昌
ト

・
マ
リ
ス
ミ
給
尊
三
年

ヲ

ヘ

テ

ヵ

ヘ
リ

マ
シ

マ
ス
海
神
潮

満
境
潮
/

澗
駿

ヲ
奉

ル
是

ヲ
モ
チ
テ
兄
命

ヲ
ナ
ヤ

マ

シ
テ
国

ノ
主

ト
ナ
リ
玉
ヌ
カ

ヘ
リ
玉

フ
時

豊
玉
/
姫
尊

二
申
テ
云
我

ハ
ラ

メ

リ
産

コ
ト
ピ
サ
シ
カ
ラ
シ
出
テ
海
浜

ニ
イ
タ
ラ

ン
ワ
カ
タ
メ
ニ
/
産
屋

ヲ
作

テ

マ
チ
玉

へ
以
下
同
彼
評

二
首
贈
答
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オ
キ

ツ
鳥

カ
モ
ツ
ク
シ
マ
ー

…

 
 
 

ア
カ

タ

マ
ノ
ヒ
カ
リ

ハ
ア
リ
ト
ー

…

(
掲
出
本
2
)

 
天

ノ
神

の
御
孫
と
は
孫

に
は
あ
ら
す
た

玉
子
孫
と
云
心
也
彦
火

≧
出
見
尊

の

 
御
事
也
天
照
太
神

よ
り
四
代

に
あ
た
る
わ
た

つ
み

の
御
女
と
は
豊
玉
姫

の
御

 
事
也
此
御

ふ
た
り
に
も
.計
有

 

彦
火
≧
出
見
尊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
も

 

お
き

つ
鳥

か
も

っ
く
嶋

に
我

い
ね
し
妹

は
忘

れ
し
よ
の
こ
と
く

に

 
あ

か
玉
の
光
は
あ

り
と
人
は

い

へ
と
君
か
よ
そ
ひ
し
た
う
と
く
そ
あ

る

 
是

は
た

Σ
我
朝

に
此
道
を
用

へ
き
其
為

に
い
へ
ろ
也
 
(
板
本
『
両
度
聞
書
』
)

 

こ
れ

ら
を
も

っ
て
す
れ
ば
、
掲
出
本
2

の
講
述
者

に
擬
す
べ
き
人
と

し
て
は

宗
祇
が
最
も
適

し

い
と
思

わ
れ

る
。
加
え
て
も

う

一
つ
証
拠
を
あ
げ
る

こ
と
が

出
来

る
よ
う

で
あ

る
、

 
肖
柏

の

『
古
今
和
歌
集
古
聞
』
が
、
宗

祇
説

を
網
羅
し

よ
う
と

い
う
意
図

の

も

と
に
編

ま
れ
て

い
る
こ
と

は
ほ
ゴ
誤
り
な

い
。
国
会
図
書
館
所
蔵
本

に
は
、

板
本

『
両
度
聞
書
』

に
殆

ど
同
文

の
真
名
序
注
を
収

め

(内
題

「
古
今
和
歌
集

序
聞
書
」

そ
の
下
に

「
以
宗
祇
本
写
之
」
と
)
、

そ
の
上

そ
れ
と

は
別

に
、

そ

の
巻
末

に
掲
出
本

2
の
真
名
序
注
と
、
大
略

一
致
す

る
漢
字
片
仮
名

交
り
文

を

も

っ
て
記

さ
れ
る
数
葉
を
附

加
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、

こ
れ

は
と

り
も

な
お

さ
ず
、

そ
こ
が
宗

祇
に
発
す

る
こ
と
を
意
味
す

る
と
考
え

て
よ
か
ろ
う
。
例

え

ぽ 

初
作
詩
賦

 
 
七
言
・・
志

 
 
天
紙
風
筆
尽
雲
龍

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
山
機
、
A仔
織
葉
錦

(掲

出
本
2
)

 

初
作
詩
賦
 
 
七
言

ミ
志

 
 

天
紙
風
筆
尽
雲
龍
山
機
雲
秤
織
葉
錦
云
ぐ
 

(
『
古
聞
』
)

文
琳

ハ
文
屋
康
秀
力
字
/

ア
サ
ナ
ト

ハ
ヨ
ヒ
名
也
刑
了
中
判
事

縫
殿
助

也

 

(掲

出
本

2
)

 
文
琳
 
文
屋
康
秀
之
字
也
 
刑
部
中
判
事
縫

殿
助

也
 

 
(『
古

聞
』
)

の
よ
う
な
部
分

は
殆
ど
全
く
同
文
、

さ
ら
に
掲
出
本

2
の
前
記
引
用

と
重

な
る

と

こ
ろ

(
但
し

「
大
津
皇
子
云

々
」
は

『古
聞
』

に
な
し
)

で
、
両
者

同
趣

旨

の
例
と
し
て

『古
聞
』

か
ら
は

 
続
万
葉
集

 
古
今
也

 

天
神
ノ
御
彦
二当
也

天

神

之

孫

事

 

彦
火

≧
出

見

尊

也

日

本
紀

云
ピ

コ
ホ

・

/

テ

ミ

ノ
尊

ワ

タ

ツ

 

ミ

ノ

ム

ス

メ
豊

玉
姫

ヲ

メ
ト

シ
給

テ

子

/

ウ

マ

ン
ト

シ
給

時

豊

玉

姫

ノ
給

 

バ
ク
ヤ

ツ

コ
子

ウ

ム
時

/

ナ

ミ

マ

シ

ソ
尊

シ

ノ

フ

ル
事

ナ
ク

シ
テ

行

テ
ウ

 

カ

・
ヒ

/

給
姫

サ

カ

リ

ニ
子

ウ

ミ
給

時

龍

ニ
ナ
リ

ヌ

ハ
チ

テ

ノ
/

給

バ
ク

 

我

ニ
ハ
チ

ミ

セ
サ

ラ

マ
シ

カ

バ
海

陸

ア

ヒ
カ

ヨ

ヒ
テ

/

ヘ
タ

・
リ

タ

ユ
ル

 

事

ナ

カ

ラ

マ

シ

ス
テ

ニ

ハ
チ

ミ

ツ

イ
カ

ニ
/

シ
テ

カ

ム

ツ

マ

シ
キ

心

ヲ

ム

 

ス

ハ
ム

ト
云

テ
草

ヲ
モ
テ

ミ

コ
ヲ
/

ツ

、
ミ

テ
海

ノ
ポ
ト

リ

ニ
ヲ
キ

テ

海

 

ノ
ミ

チ

ヲ
ト

チ
/

テ

サ

リ

ヌ
ト

キ

ニ
酋
町
ヨ
ミ
給

ヘ
ル
歌

 

 
/

オ

キ

ツ
{烏
カ

 

モ

ツ

ク

シ

マ

ニ
ワ
カ

イ
ネ

シ

イ

モ

ハ
ワ

ス

レ

シ

ヨ
ノ

コ
/

ト
く

二

 

/

カ

モ

ツ

ク
ト

ハ
舟

ツ

ク

ト
云

心

也

イ
ネ

シ

バ
万

ニ
ハ
卒

宿

ト
書

リ

海
童
之
女
事
豊
玉
姫
也
日
本
紀

云
ト

ヨ
タ

マ
ヒ
メ
ノ
ミ

/

コ
ト

キ
ラ
く

シ

 

キ
事

ヲ

キ

・
テ

ア

ハ
レ
ト
思

テ
又

カ

へ
/

リ

テ

ヤ

シ

ナ

ハ
ン

ト
思

ヘ
ト

ヨ

 

カ

ラ

シ

ト

オ

ホ

シ
テ
 

弟

/

玉
依

姫

ヲ
ヤ

リ

テ

ヤ

シ

ナ

ハ
セ
給

ト

キ

ニ
豊

 

玉
姫

ノ
/

ミ

コ
ト

玉

ヨ
リ

姫

ニ
ヨ

セ
テ

ヨ
ミ

タ

マ

ヘ
ル
報

可
田
オ

キ

ッ

/

ト

 

リ

ノ
母

ノ
片

寄

也

ア

カ

タ

マ
ノ

ヒ
カ

リ

ハ
ア
リ

ト
人

ハ
イ

ヘ
ト

キ

ミ

カ

ヨ
ソ

ヒ

シ
/

タ

フ
ト

ク

 

ア

リ

ケ

リ

ア

カ

玉

ハ
子

也

子

ヲ
玉

喩

ル
也
 

イ

ロ
ト

ハ
弟

也

日
本

紀

ニ
ハ
/

此

贈

答

二

一39丁 一



 
 
首

ハ
号

メ
日
挙
歌

ト
コ
ノ
ミ

コ
ト
人
ト

/
成

テ
ヲ

ハ
玉
依
姫

ヲ
為
妃

ト
此

 
 
 
 
 
 
 
 

地
神
五
 

 

ナ
ミサ
多
ウ
・
ヤ
・
サ
ζ
Z
ハ責
・

 
 

ミ

コ

ハ
神
武
/

天
皇

ノ
父
彦
波
働
武
鶴
鵬
に
⊥鴇
不
合
尊
也
/
此

ミ

コ
ウ

ミ

 
 
給

フ
ヤ

ニ
ウ
ノ
羽

ヲ
フ
ケ
リ
此

ヨ
リ
産
所

ヲ
ウ
ム
ヤ
ト
云
也

な
ど
が
あ
げ

ら
れ
る
。
 
「
天
神
之
孫
事
」
は
、
同

一
説
話

の
前
半
部
が
掲
出
本

2
に
比
較
的

よ
り
詳
細

に
、

一
方
そ

の
後
半
部
が

こ
ち
ら
に
よ
り
詳
し
く

か
た

ら
れ
て

い
る
よ
う

で
あ

る
。
同

一
資
料
に
よ
る
、
同

一
人

(
宗
砥
)

の
、
別

の

機
会

の
講

釈
と
考

え
ら
れ
る
。

 

『
古
今
和

歌
集
古
聞
』

に
は
と

こ
ろ
み
＼

に

『
六
巻
抄
』

の
引
用
と

み
と

め

ら
れ
る
と

こ
ろ
も
あ

る
。

こ
れ
は
宗
祇
か
ら
そ
れ
を
か
り
う
け

る
か
、
 
『
六
巻

抄
』

に
か
く
あ

り
と

い
わ
れ
る
か
し
て
書
き

こ
ん
だ
も

の
で
あ

ろ
う
。

つ
ま

り

宗

祇
は
当
代

の
古
注

た
る

『
六
巻
抄
』
を
所
持

し
て
い
た
に
ち
が

い
な
く
、
初

学
向
け

の
伊
勢
物
語
講
釈

と
同
じ
く
古
注

に
直

接

に
よ

っ
て
時

に
は
古
今
集

を

講
ず

る
場
合

が
あ

っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
 
『
古
聞
』
仮
名
序
注

に

 

お
ほ
さ

Σ
き

の
み
こ
と

 
 
 
 
 
Qo

 
 
 
 
 

六
注
声

と
あ
る

「
六
注
」

は
、
 
『
六
巻
抄
』
を
意
味
す

る
。
ま
た
物
名

の
部

に
は
声
点

を
附
す

が
、
こ
れ
も

『
六
巻
抄
』

に

一
致
す
る
。
注

文
に
も
、
 
『
六
巻
抄
』

の

み
に
み
え
る

 

け

に
こ
し
 
牽
牛
子

也

な
ど
が
あ
る
。

 

も

っ
と
も
、
斯
道
文
庫

の
聞
書
は
、

こ
と
に
物
名

の
部

に
於

て

『
六
巻
抄
』

に
よ
り

つ
x
、 
『
両
度

聞
書
』
と
は
相
当

へ
だ
た

っ
た
か
な
り
独
自
な
内
容
を

示
し
て

い
る
場
合
も
あ

る
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
以
下

の
よ
う
に
考

え
る
こ
と
が

出
来

よ
う
。
こ
の
聞
書
が

『
両
度
聞
書
』
と
ち
が
う

の
は
、

目
指
す
と

こ
ろ
が

ど

ち
ら
か
と

い
へ
ぽ
訓
詰
注
釈

に
あ

っ
て
、
内
容

の
意
義
解
明

と

い
う
面

か
ら

は
殆

ど
検
討

が
な
さ
れ

て
い
な

い
、

つ
ま
り

『
両
度
聞
書
』

に
捨
象

さ
れ
て

い

る
訓
詰
注

釈
的
方
面

に
詳
し
く
、
反
対

に

『
両
度
聞
書
』

に
於

て
詳
細

に
示
さ

れ
る
内

容

の
よ
み
と
き
が
、
多
く

「
義

な
し
」
な

る

一
語

の
も

と
に
殆

ど
全
く

顧

み
ら
れ
る

こ
と
が
な

い
、
と

い
う
と

こ
ろ
で
あ

る
。
第

一
項
引
用

の
、
 
「
キ

チ
カ
ウ
」
は

『
両
度
聞
書
』

に
は

 

あ
き
ち
か
う
野

は
な
り

に
け
り
白
露

の
を
け

る
草
葉
も
色

か
は
り
行

 
 

漸
草

の
色
う

つ
ろ
ひ
み
ゆ
る
義
也
。
下

心
、
君
臣

の
中

に
こ
と

の
は
し
げ

 
 

く
物

を

い
ひ
を
き

て
君
を
も
人
を
も

か
す

む
れ
ど
も
、

つ
ゐ
に
そ

の
色
あ

 
 

ら
は
れ
ぬ
る
や
う
の
風
也
Q

の
如

く

に
な

っ
て

い
る
。

か
く

『
両
度

聞
書
』

に
歌
語

に

つ
い
て

の
考
証

的
知

識
を
注
す
る

こ
と
の
殆
ど
な

い
の
は
、
伝
授
老

・
東
常
縁

と
、
被

伝
授
者

・
宗

祇
双
方
が
、
そ

の
必
要

な
し
と
し
て
省

略
し
て

い
る
の
で
あ

る
と
考

え
る
。
常

縁

の
所
持
し
て

い
た

『
六
巻
抄
』
が
、

も

っ
ぱ

ら
訓
詰
注

釈
に
重

き
を
お

い
た

も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
第

一
項
引
用

の
数

例
や
、

例
え
ば

 

か
み
や
か
は

紙
屋
河
也
。
北
野
社

ノ
西
ナ

ル
川

也
。

カ

ヒ

河

ト

云
。
此

 

所
、
止口
紙

ヲ
ス
キ
ケ

ル
歎
。

な
ど
が
示
し
て

い
る
。
 
こ
の
歌

(
「
う
ぽ
た
ま

の
わ
が
黒
髪

や
か
は
る
ら
む

か

ぼ
み

の
か
げ

に
ふ
れ
る
白
雪
 
貫
之
」
)

に
つ
い
て

『
両
度
聞
書

』
は

 

あ
ら
は
也
。

よ
く

い
ひ
た
て
た
る
歌
也
。

と
至
極
簡
単
で
あ
り
、

い
わ
ぽ
感
想

に
と

父
ま

っ
て

い
る
。
常

縁
は
そ
う

い
う

方
面
は
主

に
は

『
六
巻
抄
』

に
譲

っ
て
、
そ
れ
よ
り
も
重
要
と
み
と

め
た
歌

の

意
義
解
明
、
「
き
ち
か
う
」

の
例

に
あ
る
如
く
、
「
下

の
心
」
あ

る

い
は

「
裏

の

心
」
と
し

て
示
さ
れ
る
も

の
、

に
意
を
用

い
た

の
で
あ
ろ
う
Q

そ

こ
か
ら
逆

に

臆
測
す

る
な
ら
、
斯
道
文
庫

の
聞
書

に
於

て
、

こ
の
物
名

の
部
分

が

『
両
度
聞

書
』
と
内
容
的

に
か
な
り
異

っ
て

『
六
巻
抄
』

に
似
、
さ
ら

に
は
次

の
よ
う

な
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『
六
巻
抄

』
よ
り
も

詳
し

い
部
分

が
あ
る

こ
と
は
、

こ
れ
が
和
歌

の
初
学
を
対

象
と
す
る
講
釈
で
あ

り
、
そ
の
古
今
修
学

の
進
捗

に
従

っ
て
お
も
む

ろ
に
明

ら

か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
も

っ
と
肝
要
な
歌

の

「
裏

の
心
」
 
「
.ト
の
心
」

に

つ

い
て
は

一
先
ず

言
及

を
避
け
た
も

の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が

い
え

よ
う

か
と
思

う
o

 

ア
フ
ヒ
カ

ツ
ラ
 
俊

成
計
イ
カ
ナ

レ

ハ
テ

ル
日

ニ
ム
カ

フ
ア
フ
ヒ
草
月

ノ
桂

 

ノ
枝

ヲ
ソ
フ
ラ

ソ
 

他
流

ハ
//
葵
葛

ト

ヨ
ム
也
 
当
流

ハ
箋
ト
桂

ト
也
俊
成
冴

 

ヲ
証
ト
ス
賀
茂
祭

二
ニ
ヲ
用

ル
也

こ
れ
な
ど

『
両
度
聞
書
』
で
は

「義

な
し
」

と
に
べ
も

な
く
、
 
『
六
巻
抄
』

ま

た

「
会
日
也
」

と
簡
単

に
注
す

る
の
み
で
あ

る
、

 

こ
の
よ
う
に

『
両
度

聞
書
』
と
掲
出
本

2

・
斯
道

文
庫
蔵

『
古
今
和
歌
集
序

等

聞
書
』
は
、
総
合

的

に
み
れ
ぽ
似

て

い
る
と
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
が
、
そ

の
目
的
と
す
る
と

こ
ろ
に
若
千

の
ず

れ

が

あ

り
、

こ
と

に
そ

れ
が
物
名

に
於

て
、

端
的
に
顕
わ
に
な

っ
て

い
る
と

い
え

よ
う
、

つ
ま
り
掲
出
本

2
は
、
く

り

か
え
し
て

い
え
ぽ
よ
り
啓
蒙

的
と
考
え
ら
れ
る
、

こ
の
こ
と
は
こ
の
聞
書

の
随

処

に
見

い
だ
し
得

る
傾
向

で
あ

り
、

こ
と

に

「
木
説
」
 
「
本
文
」

に

つ
い
て
、

あ
る

い
は
証
歌
を
引

く

こ
と

に
於

て
、
詳
細
と

い
う
よ
り
も
む
し
ろ
執
拗
と
す

ら

い
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
よ
う

に
思
え
る
と

こ
ろ
が
あ

る
。
仮
名
序
、
 
「
あ

め

つ
ち
を
う
こ
か
し
云

々
」

の

一
段
を
注
す

る
の
に
、
能

因

の

 

天
河

ナ

ハ
シ

ロ
水

ニ
セ
キ
ク
タ
セ
ア

マ
ク
タ
リ

マ
ス
神

ナ
ラ

バ
神

を
引
く

の
は

一
般
的
だ
が
、

さ
ら
に
定
家

の

 

チ

ハ
ヤ

ル
神

ノ
北
野

二
跡

タ
レ
テ
後

サ

ヘ
カ

・
ル
物

ヲ
思

ハ
ン

を
あ
げ

て
、

こ
の
歌
が
神
慮
を
う
こ
か
し
、
式
子
内
親

王
と
の
虚
名

が
晴

れ
、

勅
撰
集
撰
集
が
ゆ

る
さ
れ
た
と

い
う
の
は
屋
上
屋
を
架
す

る
感
な
き

に
し
も
あ

ら
ず

で
あ

る
。

し
か
し
こ
う

い
う
説
話
的
要
素
は
..…
り
上
弄

な
溝

秋
者

に
よ
る

な
ら
ば
、
定
家
と

い
う
歌
道

に
於
け

る
歴
史
上

の
巨
人

に
か

玉
わ

る
こ
と
で
も

あ

り
、
聴
聞

の
時

は
興
味
深
く

ま
た
説
得
的
で
も
あ

っ
た
ろ
う
、
別

に

一
例
を

加
え
る
な
ら

「
た
け
き

も
の

x
ふ

の
心
を
な
ぐ

さ
む
る
は
歌
也
」

に
注
す

る
の

に
、
『
太
平
記
』

(巻

二
)

に
と
ら
れ
て
有
名
な
、
為
明

の
歌
徳
説
話
等
を
も

っ

て
し
て
も

い
る
。

 
貞
治
為

明
卿
肝

二
思
キ
ヤ

我
敷
嶋

ノ
道

ナ
ラ
テ
ウ
キ
世

ノ
事

ヲ
ト

ハ
ル

ヘ
シ

 

ト

ハ
先
代

ノ
時

/
関
東

ヘ
メ
シ
ト
ラ
レ
テ
推
問
之
時

二
此
計

ヲ
ヨ
ミ
タ
レ

ハ

 
先
代

ユ
ル
シ
テ
京

ヘ
カ

ヘ
ス
也

モ
ノ
フ
ノ
タ
ケ
キ
心

ヲ
/

モ
ナ
ク

サ
ム
ル
是

 
也

ヲ
ナ

シ
ク

ハ
涙

ク
モ
ラ
テ
ナ
カ
メ

ハ
ヤ
今
夜

ノ
月
ノ
ア
リ

シ
ニ
モ
似

ヌ

瑞

 
説

力
/
善
忠

ニ
メ
シ
ト
ラ

レ
テ
中
秋

ニ
ヨ
ム
也
近
キ
人
ナ

レ
ト

モ
皆
如
此

 

こ
う
し
て
み
る
と

『
両
度
聞
書
』
を
手
元

に
お

い
て
、

し
か
も
常

縁
か
ら
う

け

た

『
六
巻
抄
』
を
も
含

む
、
古
今
集
関
係
書
を
豊
か

に
持

っ
た
宗
祇
が
、

『
両

度
聞
書
』

は
あ

ま
り
表

に
た
て
ず
、
 
『
六
巻
抄
』
と

い
う
、
相

対
的

に
は

「
う

ひ
ま
な
び
」
向
き

の
注
釈

に
依
拠

し
、
聴
手

の
興
味
を
ま
す
く

換

起
す
べ
く

説
話
的

な
要
素
も
充
分
取
り
入

れ
な
が
ら
若
年

の
聴

聞
者

を
前

に
お

こ
な

っ
た

講
釈
の
筆

録
が
、
掲
出
、
斯
道
文
庫
蔵

の
聞
書

で
あ

ろ
う
と
考
え
る

の
が
最

も

適
切

の
よ
う
に
思

わ
れ

る
。
巻
廿
以
下
奥
書

ま
で

『
六
巻
抄
』

を
貸

し
与
え

こ

れ
を
写

さ
し
め
る
と

い
う
無
造
作

な
態
度
を
と

っ
て

い
る

の
も
、

い
ま
だ
秘
す

べ
き

『
両
度
聞
書
』

で
は
な

か

っ
た
か
ら
か
と
も
思
う
。
勿

論
、
『
両
度
聞
書
』

に
比
す
な

ら
ぽ
、
『
古
今
栄
雅
抄
』

『
古
今
集
延
五
記
』

『古
今

集
私
秘
聞
』
な

ど
と
の
差

は
や

玉
大
き

い
で
あ

ろ
う
)

 

こ
れ

ら
を
纒

め
て
考
え
る
と
掲
出
本
2
が
宗
砥

の
講
述

に
か
Σ
る
も

の
で
あ

る
と

い
う
推
定
は
誤
り
な
き
も

の
と
思
う
。
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四

 
次

で
筆
録
者

の
問
題

に
移

ろ
う
。
宗

祇

の
古
典
学

の
有
力

な
後
継
者
と

い
え

ぽ
、
肖
柏

・
実
隆

の
二
人

に
指
を
屈

す
べ
き
で
あ
る
。
掲

出
本
が
実
隆
筆
写
な

る
こ
と
を
も

っ
て
す
る
な
ら
、
筆
録

者
も
実
隆
と
考
え
る

の
が
最

も
素
直

で
あ

る
が
、
和
歌
抄
物
を
借

り
て
書
写
す

る

こ
と
は

こ
の
二
人

に
あ

っ
て
は
当
然
考

え
て
よ
い
の
だ
し
、
文

明
六
年
、

三
十
代
前
半

の
肖
柏
、
さ
ら
に
二
十
代
後
半

の
宗
長
を
除
き
他

の
有

力
な
宗
祇
門

の
人

々
は
、

こ
の
時

の
年
齢

か
ら

い

っ
て

お
そ
ら
く
無
理
な

の
で
、
ま
た
宗
祇
と

「
同
宿
し

て
、
数
年
」
古
今
修
学

の
道

に

「
無
二
執
心

一ゆ

一
紙

の
も

の
も
き
か
ず
し
ら
ず
か
し
。
」
と

前

掲

『
宗

長

手

記
』

に
し
る
す
宗
長
を
も

一
旦
除
外

し
て
、
宗
祇
講

・
肖
柏
筆

録

の
蓋
然
性

を

一
考

し
て
お
く
。

こ
れ
は
実

隆
筆

録
と

い
う

こ
と

に
若
干

の
不
安
を
覚

え
る
か

ら
で
あ

る
。
 
『
実
隆
公
記
』
に
宗
祇

の
名
が
初
め

て
み
え
る

の
は
、
下

っ
て
文

明
九
年

二
月

二
十
日

に
な
る

の
で
あ
る
。

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

連
歌
抄
物
序
 

一条
禅
閤

 

…
…
及
晩
自
内
府
有
書
状

、
宗
祇
法
師
所
編
集
之
舶
林
抄
冬
部

可
書
写
之
由

 
也
、
領
状
申

了
、

と
Q
 

よ
り

一
般
的

に
い
え
る

こ
と
と
し
て
、
実
隆

・
肖
柏

に
限
ら
ず
、
親

し

い
間

柄

だ

っ
た
宗
祇
門
下
で
は
、

和
歌
抄
物
等

を
相
互

に
み
せ
あ
う
こ
と
が
あ

っ
た

の
は
資
料
的

に
あ
と
づ
け

ら
れ
る
。
『
実

隆
公
記
』

に
相
当

の
記
事
が
あ

る
が

、

ま
た
別

に
掲
出
本
1

・
書
陵
部

『
古
今
集

聞
書
』
は
、
そ

の
増

補
洲
略

の
方
針

は
い

つ
も
必
ず

統

一
的

と
は
い
え

な

い
も

の
の
、
尚
通
書
写
系

『
両
度
聞
書
』

と
同
じ
内
容

の
本
文
を
主
に
し
て
、
肖

柏

の

『
古
聞
』
を
書

き
加
え
て
い
る
。

同
様
、

一
般

に
宗
祇
講

・
宗
碩
筆
録

と

い
わ
れ
る

『
古
今

十

口
抄
』
も
、
似

た

成
立
事
情
が
考

え
ら
れ

る
。
奥
書

に
そ
れ
み
＼

み
え

る
と

こ
ろ
の
宗
祇

・
宗
碩

・
肖
柏

ら
の
名
前

か
ら
、
『
古
聞
』
や

『
両
度
聞
書
』
、
そ
し
て
、
宗
祇
講

・
宗

碩
自
筆
と

い
わ

れ

る

『
古
今
和
歌
集
聞
書
』
(
慶
応
義
塾

図
書
館

蔵
)
と

『
十

口
抄
』
を
比

べ
て
み
る
な
ら
ぽ
、
先
づ
自
ら
所
持
す
る
宗

祇
聞
書

を
中
心

に
す

え
、
『
古
聞
』

と

『
両
度
聞
書
』
(
尚
通
系
)
を
も

っ
て
増

補
し
ま
た
小
字
で
傍

書

し
た
も

の
で
あ

る
こ
と
が

わ
か
る
。

た
ゴ
し
自
筆
本

に
仮
名

序

・
真
名
序

の

聞
書

は
な

い
の
で
、
仮
名
序

は
尚
通
系

の

『
両
度
聞
書
』
を
大

字

で

書

き
、

『
古
聞
』

に
よ

っ
て
小
字

の
傍
書

を
加

え
、

一
方
真
名
序
は

『
古
聞
』
を
そ

の

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑪

ま

Σ
写

し
た
も

の
で
あ

る
。
祇
注

の
最
終
的
網
羅
を
意
図
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

 

こ
う

い
う
祇
注

の
集
成
が
宗

祇
門
下

の
い
く

た
り
か
の
間
で
編
ま
れ

る
に

つ

い
て
は
、

一
つ
に
は
宗
祇

の
講

釈
自
体

に
そ

の
原
因
が
あ

っ
た
と

考

え

ら

れ

る
。
近

衛
尚

通

へ
の
古
今
伝
授

(
明
応

六
年
十

一
月
十
九
日
開
始
)

に
同
席
し

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

⑫

た
そ

の
父
後

法
興
院
政
家

の
日
記
に
よ
る
な
ら
宗
祇

の
講
釈

の
有
様
は

 

…
…
従
今

日
有
古
今
講

尺
、
宗
祇
談
之
、
余
井
前
関
白
両
人
外
不
聴
之
、
肖

 

柏
在

此
座
、
凡
講
尺
様
博
覧
之
躰
也
、

…
…

の
如
く
で
あ

っ
た
。
想
像

を
た
く
ま
し
く
す

る
な
ら
、
そ
れ
は
勿
論
、
常
時
参

照
す
る
資
料

を
傍

に
お
い
て

い
た
ろ
う
が
、

一
字

一
句

ノ
ー
ト
を
確
認
し
な
が

ら
慎
重
に
す

N
め
ら
れ
る
講
義

で
は
な
く

し
て
、
空

で
あ
ち
ら

こ
ち
ら
を
引
用

し

っ
N
豊
富

的
確

な
語
彙

を
絢
欄

と
駆
使
す

る
と

い

っ
た
、
き
わ

め
て
多
彩

な

講
釈
で
あ
り
、

そ

の
基
幹

は
う
こ
か
な
く

て
も
細
部

に
於
て
は
、
ま
だ
成
長
し

つ
Σ
あ
る
多
分

に
未
定

の
表
現

だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
尚
通

・
肖
柏

・
宗
碩

の
聞
書

に
看

取
で
き
る
如

く
、
資
料

的
に
確

か
め
ら
れ

る
限
り
で
も
、
聴
聞
す

る
相
手
に
よ

っ
て
講
ず

る
内
容

に
か
な
り
の
差
異
が
あ
り
、
時

に
よ

っ
て
そ

の

語
り

口
に
相
当

の
ひ
ら
き
が
あ

っ
た
こ
と
が

わ
か
る
の
で
あ
る
。
肖

柏
が
由
断

な
く

こ
x
に
も
顔

を
出
し
て

い
る
の
は
そ

の
た
め
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て

そ

の
聞
書

に

「所

一
見
存
分
無
相
違
尤
以
無
比
類
者
欺
」
の
如

く
加
証
を
与
え
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る
と

い
っ
て
も
、
原
本
と
字
句
を
逐

一
対
照

の
上

で
の
こ
と
で
は

な
く
て
、
講

義
筆
記

の
清
書

に

一
度
目
を
通

し
て
こ
れ
が
自
分

の
講
説

に
相
違
な

い
こ
と
を

証
す

る
の
で
あ

る
ら
し

い
。
従

っ
て
、
宗

祇

一
個

の
中

に
存
す

る
、
そ

の
古
今

集
注
釈

に
か

瓦
わ
る
知
識

の
総
体

を
、

で
き

る
だ
け

網
羅

し
よ
う

と

す

る

に

は
、
自
ら

の
聞
書
の
み

で
は
足
り
ず
、
門
弟
各

々
の
所
持
す
る

ノ
ー
ト
を
詳
細

に

つ
き
合
わ
せ

る
必
要
が
あ

る
。

こ
う

し
て
、
実
隆
筆

の
書
陵
部
蔵

『古
今
集

聞
書
』
や
、

一
段
と
大
規
樽
、に
は

『
十

口
抄
』
が
相
当
繁
雑
な
形
態
を
有
す

る

こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ

ろ
う

と
考
え

る
Q

 

か
く
、
門
弟

の
中
で
そ

の
資
格
あ
り
と
相
互

に
み
と

め
あ
う
場
合

に
は
自
ら

の
聞
書
な
り
を
融
通
す
る

こ
と
は
あ

っ
た
。
肖
柏

・
実
隆
と

い
え
ば
、
文
明
六

年

に
は
既

に
親
し
く
、
後

に
最
も
有
力
な
宗
祇
門
下

と
な
る
の
だ

か
ら
、
所
掲

の
本

の
よ
う
な
、
文
明
十
三
年

の
古
今

伝
授
以
前

の
聞
書

の
場
合

に
は
簡
単

に

貸

し
出
さ
れ
て

い
て
も

よ

い
筈
で
あ

ろ
う
Q

 

し
か
し
、

こ
の
蓋
然
性
は
認
め
が
た

い
と
し
な
く

て
は
な
ら
な

い
。
な
に
よ

り

こ
れ
に
直

接

に
よ

っ
た
と
み
ら
れ
る
増

補
が

『
古
聞
』

に
み

い
だ
さ
れ
ず
、

ま
た
第

三
項
引
用

の

『
古
聞
』
と

こ
の
聞
書

に
ほ

ゴ
共
通
す

る
真

名

序

の

注

も
、
内
容

は
似

て
い
て
も
そ

の
語
り

口
に
於

て
す
く

な
か
ら
ざ
る
差
違
が
あ

っ

た
。
掲
出
本

2
の
方

に
部
分
的

に
よ
り
詳

し
い
と

こ
ろ
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
宗

祇
説
を
集
め
る

の
に
熱

心
な
肖
柏

が
、

そ
ち
ら
を

『
古
聞
』

に
包
括

せ
し
め
な

い
筈
は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。

 

残
る
の
は
実
隆

一
人
と

い
う

こ
と
に
な
る
。

 

周
知

の
如
く
、
宗
祇

か
ら
実

隆

へ
の
正
式
な
古
今
伝
授
は
、
文
明
十
九
年
四

月
十

二
日
よ
り
始

っ
て
い
る
。
 
『
実

隆
公
記
』

に
よ
れ
ぽ
、
文

明
十

七

・
十

八

年

の
あ

た
り
か
ら
宗
祇

・
実
隆

の
問

に
徐

々
に
古
今
伝

授
の
こ
と
が
話
題

に
な

り
は
じ

め
、
殊

に
文
明
十
八
年

七
月

一
日
の
条

に
は
、
宗
祇
が
古
今
集

に
関

し

て
語

っ
た
内
容
が
相
当
詳
し
く
し
る
さ
れ
て

い
る
Q

 

一 

不
立
不
断
事
…
…

 

一 

貞
応
本
…
…

 

一 

為
世
卿

与
為
兼
卿

六
問
答

…
…

 

一 

習
古
今
時

先
以
心
操

為
本
…
…

 

一 

古
今

五
重
説
事
相
尋
之
処

…
…

 

一 

清
濁
声
等
事

…
…

 

一 

と

は
に
浪

こ
す

…
…

こ
の
う
ち
最
初

の

「
不
立
不
断
事
」

の
項

は

 

…

…
故
藤
常
縁
云
、
於
不
立
不
断
事
者
吾
家
所
知
也
、
其
謂
口

二
条
与
冷
泉

 

不
相
別
之
以
前
、
先
祖
素
逞
法
師
受
為
家
卿
説
、
然
者

両
口
難

立
義
勢

元
祖

 

之
素
意
有

所
知

云
≧
、

所
詮
定
家
、

為
家
等
卿
意
両
義
口
井
用
之
欺
、

至
孫

 

子
忽
落
偏
欺
之

由
愚
推
之
由
、
祇
法
師
説
之
、
何
篇
富
口

不
断
之

心
猶
甘
心

 

也
挺
鹸
之
由
同
相
談
、

と
o
 

こ

Σ
に

い
く

つ
か
項

を
た
て
て
し
る
さ
れ
る

こ
と
は
、
非
常

に
啓
蒙
的
、
と

は
考

え
ら
れ
な

い
。

こ
の
よ
う

な
話
題

を
話
し
手
が
問
題

に
で
き
、

一
方
聴
き

手
が
聞
き
流
さ
ず

に
筆
記

し
て
お
く

に
は
、
宗
祇

の
談
話

の
相
手
実
隆
が
、
古

今
集
そ

の
も

の
と
、

二
条
冷
泉
両
家

の
説

の
分

か
れ
目

に
つ
い
て
も

一
通
り

の

知
識

の
持
主
と
な

っ
て
い
な
く

て
は
な
る
ま
い
。
宗
舐

に
限
ら
ず

、

い
わ
ゆ
る

古
今

伝
授
は
古
今

修
学

の
最

終
段
階
と
し

て
総
合
的
全
体

的
に
与
え
ら
れ
る
の

で
あ

り
、
既
に
高

い
和
歌

的
教
養

を
有

し
な

い
こ
と
に
は
受
講
が

み
と
め
ら
れ

な
か

っ
た
。
そ
う

い
う
重

々
し
い
も

の
と
実
隆
自
身
認
識
し
て

い
た

こ
と
は
、

『
実
隆

公
記
』

の
処

々
の
記
事

か
ら
う

か

ゴ
う
こ
と
が
出
来
る
。

 
同
時

に
そ
れ
は
若
年
か
ら
古
今
集

や
和
歌
抄
物

の
類

に
親
し
み
、
そ

の
道

に
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志
浅

か
ら

ぬ
も

の
が
あ

っ
た
こ
と
を
想
像

せ
し
め
よ
う
。
事
実
、
実
隆

二
十
歳

の
文
明
六
年

か
ら
は
じ
ま

る

『
実
隆

公
記
』

に
は
、

先
ず
同
年

正
月
十
七
日
に

 

…
…
寂

々
終
日
和
歌
抄
物
書
写

了
、
…
…

同
年

八
月
十
五
日

に

 

…
…
今
日
古
今
為
校

合
向
南
隣
了
、
…
…

と
あ

っ
て
そ

の
こ
と
を
証

明
し
て

い
る
、
な
お

い
く

つ
か
を
加
え
る
な
ら
ぽ
、

文
明
七
年

六
月
十

八
日
に

 

…
…
今

口
又
参
御
前
、
代

々
集
物
名
歌
等
書
写
了
、

日
付
字
進
上
若
宮
御
方

了
、
同
年
七
月
三
十
日

に
は

 

…
…
古
今
和
歌
集

可
朱

点
之

由
有
勅

定
、
則
加
朱
点
、
…
…

同
年

八
月

三
口

に
は

 

…
…
古
今
御
本
朱
点
終
功
、
加
奥
書
進
上
了
、

な
ど
の
記
雰
が

さ
が
し
得
る
。
実
隆
が
能
筆

で
あ

っ
た

こ
と
も
傍

っ
て
は
い
よ

う

が

、
同

時

に

.一十

歳

そ

こ
く

の

「
う

ひ

ま

な
び

」

と

は

い

い
な
が

ら
、

既

に
そ

の
学
オ

が
相
当

の
段
階

に
、.比
し
て
い
た
で
あ

ろ
う

こ
と
を
想
像

せ
ざ

る
を

得
な

い
。
直

接
古
今
集

に
か
エ
わ

る
も

の
で
は
な

い
け
れ
ど
も
、

こ
の
時
期
多

量

の
和
歌
集

・
典
籍

の
類

を
書
写

し
、
他

に
は
梵

網
経
溝
釈
を
聴

聞
、
飛
鳥
井

栄
雅

に
和
歌
実

作
の
指
導
を
願

う
な

ど
し
て
、

和
漢

・
儒
仏

の
古

典
学
の
全
般

的
教
養
を
旺
盛

に
我
が
も
の
と
し

つ
x
あ

っ
た

こ
と
が
う
か

ゴ
わ
れ
る
。
従

っ

て
掲
出
本

2
に
筆
録

さ
れ

て
い
る

よ
う
な
講
釈
は
、

む
し
ろ
聴

い
て
い
る

の
が

当

然
と
す

ら
思

わ
れ

る
の
で
あ
る
。

 

後
年
宗
砥

と
実
隆

は
き
わ
め
て
近
し

い
関
係
と
な
り
、
交
宜
は
文
亀

二
年
、

宗
舐
の
死
ま

で
続
く
が
、
文
明
六
年

に
、

二
人

に
何
か

の
交
渉
が
生
じ
た
か
ど

う
か
、

残
念

な
が

ら
確
認
が
出
来
な

い
。
し
か
し
宗
祇
は
文
明
四
年
秋
ご
ろ
上

洛
、
連

歌
の
会

を
通
じ
て
貴

顕
措

紳

の
間

に
そ

の
手
並

の
程
は
知
ら
れ
始

め
て

い
た
ろ
う
し
、

そ

の
席

で
古

典
、
殊

に
は
古
今

・
伊
勢

・
源
氏

へ
の
造

詣
の
深

さ
も
徐

う
に
明

か
に
な
り

つ
Σ
あ

っ
た
だ

ろ
う
。
特

に
常
縁
流

の
古
今
伝

授
を

う
け

て
い
る

こ
と
が

ひ
そ
か
な
話
題

に
な

っ
て
い
て
も
不
思
議

は
な

い
よ
う

に

思

う
。

二
十
歳

の
篤
学

な
実
隆
が
種

玉
庵
主
宗

祇
の
も
と

へ
古

今
集

の
講
釈
を

聴
聞

に
出

か
け

る
と

い
う
、
少

々
不
安

は
残

る
が
そ
う

い
う
場
面
を
想
定

し

て

も
格
別

の
不
都
合

は
な

い
よ
う
で
あ
る
。

五

 
や

玉
視

野
を
拡

げ
て
傭

観
的

に
い
う
な
ら
ぽ
、
先
ず
掲
出

の
二
資
料

は
相

互

に
補
完
し
あ

っ
て
、
実

隆

に
於
け
る
古

今
学
形
成

の
実
体

の
い
く
ぽ
く

か
を

わ

れ
わ
れ

に
提
示
し
、
肖

柏

・
実

隆

・
尚
通
ら
宗
祇
門

の
、
学
的
交
流

の

一
端

を

も
明
ら

か
に
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ

し
て
書
陵
部
蔵

『
古
今
集

聞
書

』

が
注
目
さ
れ

る
の
は
、
下

っ
て
北
村
季
吟
が

『
教
端
抄
』
で
き

わ
め
て
大
規
模

に
試

み
た
諸
注

の
集
成
が
、
形
態
的

に
充
分
整
理
さ
れ
ず
、
全
巻

に
及
ぼ
ず
、

専

ら
祇
注
集
成

の
範
囲
内

に
と

黛
ま

っ
て
い
る
に
し
ろ
、

こ
の
時
期

実
隆

に
よ

っ
て
も
明
確

に
意
図

さ
れ

て

い
た
こ
と
の
確

か
な
証

し
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ

ろ
う
。

し
か
も
そ

の
内
容

は
、

そ
の
基
幹

と
な
る
部
分

(
『
両
度

聞
書
』
)

に
於

て
は
、

例
え
ば
密
教
教

理
を
援
用

し
て
最
も
極
端
な

『
古
今
和
歌
灌
頂
巻
』

の

よ
う
な
牽
強
附
会
が
徐

々
に
抜
け
、
説
話
的
要
素
も
後
退
し
て
、
契
沖
以
降

の

新
注
を
生
み
出
す
源
動

力
と
も

な

っ
た
だ
ろ
う
、
語
義

の
穿
馨

に
止
ら
な

い
有

機
的
総
合
的
解

釈
を
志
向
す

る
趨
勢

の

い
わ
ば
初
期
的
な
様
相
を
呈
し
な
が
ら

も
、
さ
ら

に
そ
れ
に
、
斯
道
文
庫

の
聞
古

の
よ
う
な
説
話

に
富
み
訓
詰
注
釈
を

当
面

の
目
的
と
し
た
注

を
附
加
す

る

こ
と
に
よ

っ
て
、
前
代
を
も
な
お
揺

曳
し

て
い
る
と

い
え

よ
う
。
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注
1
 
岩
波
文
庫

『宗
長
日
記
』
P
六
七
参
照

。

2
 

続
群
書
類
従
完
成

会
太
洋
社
版

に
よ
る
。
以
下
の
引
用

も
同

じ
。

3
 
下
照
姫

・
天
稚
彦
の
説
話
に
出
づ
。

4
 
 
『図
書
寮
典
籍

解
題
 
続

文
学
篇

』

P
二

一
二
参
照

。

5
 
実
隆

の
出
家
は
永
正
十
三
年

(
一
五

一
六
)
四
月
十

三
日
。

し
か
し
、
尭
空

な
る

 
法
号

の
初
出

は
延
徳
三
年

(
一
四
九

}
)

と

い
う
。

芳
賀
幸

四
郎
氏

『三
条

西
実

 
隆
』 

(古
川
弘
文
館
 
人
物

叢
書

)
p
七
九
参
照
。

6
 
以
下

『両
度

聞
書

』
の
引
用

は
特

に
こ
と
わ
ら
な

い
場
合

は
こ
れ
に
よ
る
。 

(板

 
本
系

『両
度
聞
書

』
と
の
関
係

に

つ
い
て

一
案

を
有

す
る
が
、

こ
ち
ら
が

お
そ
ら
く

 

は
肖
柏
に
発
す
る
も
の
で
あ

ろ
う

と
だ
け

の
べ
て
今
省
略

に
従
う

。) 
片
桐
氏

の
い

 
わ
れ
る
如

く
、
尚
通
系
統

の

『両
度
聞
書
』
が
最
も
本
来

の
面
目
を
伝

え
る
の
で
あ

 
ろ
う
か
。

た
ゴ
し
、
こ
れ
に
は
真
名
序
注
が
含

ま
れ
な

い
。

二
条
流

に
於

て

一
般

に

真
名
序
を
重
要
視

せ
ず
、 

『
六
巻
抄
』

に
も
特
別

に
別
項
を
設
け
釈
す

る
こ
と
が
な

 

い
。
仮
名
序

の
注

に
容
解
せ
し
め

一
部
を
引
く

の
み

で
あ
る
。
宗
祇
も
同
じ
く
、
さ

 
ほ
ど
重
要

と
思

わ
ず
尚
通
に

は
伝
え
な
か

っ
た

の
で
あ

ろ
う
し
、
肖
柏
に
は
本
を
貸

 
し
与

え
て
写
さ

し
め
て
い
る
。 

『古
聞
㎞

の
真
名
序
聞
書

の
内
題
下
に

「以
宗

祇
本

 
写
之
」
と
あ

る
。

7
 
片
桐
氏
前
掲
書
参
照
。
国
会
図
書
館
本
奥
書

の
引

用
が
あ
る
。

8
 

た
ゴ
し
、
以
下

の
引
用
だ
け
を
み
る
と
必
ず
し
も

『古
聞
』
か
ら
全

く
そ

の
ま

」

引

い
た
と
ば
か
り
思
え
な

い
ふ
し
も
あ
る
。
し
か
し
そ

の
内
容
が
他

の
い
つ

れ
の
聞

書

よ
り
も

『古
聞
』

に
酷
似
し

て
い
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
国
会
図
書
館
本

『古

聞
』

の
該
当
箇
所

は

 
 
遠
き
所
も
…
…
如

何
な
る

へ
し
 

 

一
段
也
千
里

の
歩

行
も
足
下
よ
り
は
し
ま
り

 
 
高
山
も
微
塵
よ
り
お
/

こ
る
歌

の
道
最
初
よ

り
次
第

に
興
盛

の
た
と

へ
也
/
ち

り

 
 
は
六
塵
也
 

一
気
を
う

け
て
人
身

と
な

る
心
あ
り
/

ち
り
い
ん
ち
と
よ
む

へ
し
と

 
 
云
≧
 

ち
り
ひ
ち
き

』
よ
か
ら
む
た
め
也
/
 

 

 
 
几

き

》
よ
き
や
う
に
よ
む

 

を
為
詮

 
 

六
注

 
と
。
し
か
し
掲
出
本

1
の
、
大
字

の
部

分
が
別

々
の
聞
書

の
集
成

で
あ
る
こ
と
は
、

 
例

へ
ば
冒
頭

の

一
段
行
間
に
、
尚
通
系
統

『両
度
聞
書
』
に
は
な

い
、 

『古

聞
』
に

 

一
致
す

る
語
句

「草
木
人
倫

等
を
生
出

し
給

し
」 

「
二
神
陰
陽
之
和

を
始
と
し
て
」

 
を
補
入
し
、
け
れ
ど
も
そ
れ
で
は
う
ま
く
網
羅
す
る
こ
と
が
で
き

な

い
と
み
た
の
で

 
あ

ろ
う
、
す
ぐ
そ

の
途

中
か
ら
行
間
補

入
の
方

針
を
あ
ら
た
め
、

ほ
ゴ
そ
の
ま
ま
の

 
形

で
拉
置
す

る
形
式
に
し
て

い
る

こ
と
を
も

っ
て
明
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
こ
の
方
針

の
ゆ
れ
は
、
ど
ち
ら
か

の
聞
書

(あ
る

い
は
ど
ち
ら

も
)
が
当
人
の
も
の

 
で
は
な
く
、
不
慣
れ
で
あ

っ
て
、
最
初

は
行
間
補

入
な

い
し
合
成

で
う
ま
く
ゆ
く

と

 
思

っ
て
い
た

こ
と
に
起
因
し
て

い
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

9
 
少

々
長
く
な
る
が
、
引
用
し
て
お
く
。
合

点
の
部

分
は
ほ
ゴ

『古

聞
』
に

一
致
。

 
な
お
片
仮
名
交

り
の
小
字
注
は
、
読

み
や
す
さ

の
た
め
に
平
仮
名
交

り

の
注

文
に
大

 
き
さ
を
合
せ
た
。 

(

)
に
よ
る
補

入

・
傍
書

は
、
同

じ
く
掲
出
本

2

・
斯
道
文
庫

 
本
聞
書

か
ら

の
も

の
。

 
 
こ
の
う
た
あ
め

つ
ち
の
ひ
ら
け
は
し
ま
り
け
る
時

よ
り
い
て
き

に
け
り

 
 
 
以
前
に

い
へ
る
其
劫
初

の
義

に
は
あ
ら

す
二
神

あ
ひ
そ
め
給

て
よ
み
給

へ
る
時

 
 
 
の
寄

の
事
也
/
其
寄

云
あ
な
う
れ

し
に

へ
や
う

ま
し
を

ん
な

に
あ

ひ
ぬ
あ
な
う

 
 
 
れ
し
に

へ
や
う
/

ま
し
お
と
こ
に
あ

ひ
ぬ
此

三
十

六
字
言
に

い

へ
る
歌

の
は
し

 
 
 
め
也
し
か
は
あ

れ
と

ン
は
二
神
/

の
御
寄
あ

れ
と
あ
ま
り
に
大
道

の
時
な
れ

は

 
 
 
下
て
る
ひ
め
の
嵜
を

の
せ
た
り
人

の
世

に
/

ち
か
き
ゆ

へ
な
り

し
た
て
る
ひ
め

 
 
 
の
事

小
注
に
み
ゆ
此
あ

め
わ
か
み
こ
と
は
天
の
神
也
/
此
地
に

て
子
細
あ

り
て

 
 
 
死
す
天
の
神
な
れ

は
し
た

て
る

ひ
め
こ
れ
を
天

へ
か

へ
す
時
あ
ち
/
す
き
た
か

 
 
 
ひ
こ
ね
は
下

て
る
姫

の
兄
也
も

ろ
と
も

に
天

へ
あ
か
る
時
よ
め

る
寄
也
を
か
/

 
 
 
た
に

㌧
う

つ
る
と
は
此
あ
ち
す
き
た
か

ひ
こ
ね

の
神

の
か
た
ち
う

る
は
し
く
し

 
 
 
て
/

ひ
か
り
か

Σ
や
く
と
は

い
た
り
て
た
か
き
物

は
く
ほ
き
所

へ
い
た
ら
す

い

 
 
 
た
り
て
く

ほ
き
/
所

の
物

は
た
か
き
に

い
た
る
事
な
き
を
此
あ
ち
す
さ
た
か

ひ

 
 
 
こ
ね

の
神

の
ひ
か
り
/
た
か
き
に
も

い
た
り
く
ほ
き
所
に
も

い
た

る
を
を
か
た

 
 

に

}
う

つ
る
と
は

い
へ
り
ゑ
び
す
/

う
た
と
は
夷
曲

と
か
け
り
ゐ
中
寄
と

い
ふ

 
 

心
也
新
古
今
序

に
華
夷
詠

仁
と
云
も
/
京

ゐ
中

の
心
也

ゐ
な
か
寄
と
云
心
は
日

 
 

神

の
天
の
宮

こ
に
対
し

て
い

へ
る
也
其
歌
云
/
あ
も
な
る
や
を
と

た
な

は
た
の

 
 

う

な
か
せ
る
玉
の
み
す
ま

る
の
あ
な
た
ま
は
や
み
/
た
に
ふ
た
わ
た
ら
す
あ
ち
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す

き
た
か
ひ
こ
ね
心
は
あ
き
ら
か

な
ら
す

＼ 

[
段
也
言

に
あ
ら

は
る

㌧
寄

の
お

こ
り
也
天
地
開
開

二
神

の
和
よ
り
は
し
ま
る

 
事

也

＼あ
ま

の
う
き
は
し
の
し
た
に
て

1

天
浮
橋
道

の
通
す
る
処
を

い

へ
り
 
此
古

注

二
説

≧
あ
り
 
二
条
家

に
は
/
貫
之
注
之

と
用

る
也
貫
之
巨
細
を
注

し
て
く
は
し

 

く

い
は
ん
た
め
也
女

の
内
侍

二
あ

た

へ
た
る
と
云
ぐ
/

こ
れ
に

つ
き

て
六
義
注

 

二
山
桜
あ
く
ま
て
色

を
み

つ
る
か
な

の
寄
時
代
相
違
す
る
と
云
説
あ
り
此
/
歌

 

平
兼
盛

か
再
也
清
慎
公

の
家
に

て
よ

め
る
也
続
古
今

二
み
ゆ
古
注

は
公
任
卿

筆

 

云
ぐ
/
此
事
実
な
る
に
や
但

二
条
家

の
を

し

へ
は
貫
之
を
別

て
仰
く
故
に
公
任

 

の
書
か
と
云
/
事
を
揮

て
貫
之
注
す

と
用
也
為
家
卿
明
疑
抄

二
貫
之
古
注
也
山

 
桜

兼
盛

云
ミ
/
此
分

に
用
来
な

る

へ
し
此
注
を
古
注
と
号
す
る
事
是
よ
り
さ
き

 

に
は
古

今
注
な
か
り
し
/
故
な

る
や
云
ミ

又
小
注
と
も

い

へ
り

＼め
か
み
を
か
み
と
な
り
給

へ
る
こ
と

を
い

へ
る
う
た
な
り

 
二
神

は
し
め
て
よ
み

 
 
 
 
 

 
 

陰
神

ア
ヒヌ
ウ
レ7
 
才ト
'
ニ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ヲト

ま

し
ま
す
/
歌
也
 
憲
-哉
遇

二可
・美

少

男

一焉
 

陽
神
先
唱
日
悪
哉
遇
可
二美

少

女

一焉
日
本
紀

＼し
か
あ
れ

と
も
世
に

つ
た
は
る
こ
と
は
ひ
さ
か
た
の
あ
め
に
し
て
は
し
た

て
る

ひ

 
 
 
 
 

 

＼

め
に
は
し
ま
り
/

お
こ
り
け

る
と
云
ま

て

一
段
也
し
か
は
あ
れ
と

ン
は
二
神

の
御

 

将

は
あ
れ
と
も
大
道

に
し
て
人

の
/
心
に
か
た
け
れ
は
下
て
る
ひ
め
の
寄
を

の

 

せ
た
る
也
し
た

て
る
ひ
め

の
寄

あ
も
な
る
や
を
と
織

/
女

の
う
な

か
せ
る
玉

の

 

み
す
ま

る
の
あ
な
た
ま

は
や
み
た
に
ふ
た
わ
た
ら

す
あ
ち
す
き
/
た
か
ひ
こ
ね

 

日
本
紀

天
に
し
て
は
と
云

て
ド
照

姫
の
舟

を
出
す
心
は
是

よ
り
さ
き
に
二
神

の

 

寄
/

あ
り
と
い

へ
と
も
大
道
に
し
て
其
心
お
ほ

つ
か
な
き
故

二
神

代
の
事

な
れ

 

は
も
す

こ
し
ち
か
き
を
も

て
/
下
照
姫

の
評
を
出
す
也

＼

≧
し
た
て
る
ひ
め
と

は
あ
め

わ
か
み

こ
の
め
な
り
せ
う
と

の
神

の
か
た
ち
を
か
た
に

㌧
う

つ
り
て
か

㌧
や
く
/
を

よ
め

る
え

ひ
す
う
た
な
る

へ
し

こ
れ
ら
は
も
し
の
か

す
も
さ
た
ま
ら
す
嵜

の
や
う

に
も
あ

ら
ぬ
事
/
と
も
な
り
＼
天
照
太
神
の
郭
擁
を

 

下
し
て
此
国

の
主

と
せ
ん
と
て
天
稚
彦
を
使
と

し
て
下
し
/
給
し
に
下
照

姫
と

 

契
を
な
し
て
天
に
帰
給

は
す

つ
ゐ
に
矢

に
あ
た

り
て
う
せ
給
ぬ
其
後
下
照
姫
/

と
味
/

椙
高
ピ

コ
ネ

と
兄
弟
な

れ
は
あ

め
わ
か
み

こ
の
喪

の
時
天

二
の
ほ
り
て

の
再
也
味
椙
1
/
の
か
た
ち
を
ほ
め
給
也
天
稚
-
下
照
-
味
粕
ー

皆
素
淺
鳥

御
孫
大

己
貴
尊
御

子
也
 

そ
の
/

か
た
ち
丘
谷

二
う

つ
り

て
か

ン
や
く
也
丘
谷

と
は
高

下
也
み
め
の
の
よ
き
心
也

 
え
ひ
す
寄
と

は
日
神
/
天

の
宮

に
対
す

れ

は
此
界
は
え
ひ
す
と
よ
め
る
也
天
上

に
て
の
寄
な
れ

と
も
地
祇
神
な
れ

は
夷
曲

と
名

つ
/
け
た
り

ア
メ
ツ
チ
ノ
ヒ
ラ
ク

ル
ハ
国
常
立
尊

ノ
御
時
也
天
神
七
代

ノ
始
也
ヤ

マ
ト
寄

ト

云

ハ
地
神

ノ
始
ト
心
得

タ

ル
ハ
イ
カ

ニ
/
当
流

ノ
心

ハ
自
宅
未
分

ノ
処

ヲ

ハ
ヒ

ラ
ケ

ス
心
得
タ
ソ
ヤ

マ
ト
ウ
タ
ト
云
「
ヲ

コ
＼
ニ
テ
ニ
度
云
タ
ト
心
得

ル
也
/

他
流
不
然
寄

ヲ
ヨ
メ

ハ
天
地
鬼
神

ノ
カ
カ

ツ
ヨ
ク
ナ

レ
リ
水

二
水
カ

イ
レ

ハ
水

キ
ワ
カ
ソ
ヒ
火

二
火

カ
イ
レ

ハ
焔

/
力
添
也

イ

マ
ハ
古
注

ノ
古

ハ
小
也
今

ハ
何

ト
ノ
古

ノ
字

ヲ
書

ソ
当
流

ハ
古
注

ヲ

ハ
不
不
用
サ

レ
ト

モ
又
談

ス
ル
也
/

ア

マ

ノ
浮
橋

ハ
空
中

ノ
名
也

(イ
サ
ナ
キ
イ
サ
ナ
ミ
ノ
寄

ハ
ア
ラ
ウ

レ
シ
ヤ
ヲ
ト
メ

ニ
ア
ヒ
ヌ
ト
云
也
シ
タ
テ

ル
ビ
メ

ハ
地
神

三
代

ノ
比

ナ
リ
)

ア
メ
ワ
カ
ミ

コ
ハ

天
照
カ
ラ
日
本

へ
勅

使
也
田
舎

神

ニ
ア

マ
ノ
浮
橋

ヘ
マ
イ
ラ
ヌ
神

テ
/

ア
リ
シ

ム

ス
メ
ノ

シ
タ
テ

ル
ヒ
メ
ト
云

ニ
ア
メ
ワ
カ
ミ

コ
ノ
貧
着

メ
イ
タ

リ
天

ニ
テ
見

レ

ハ
下
界
ノ
岡
谷

二
此
神
ノ
/
ウ

ツ
ク

シ
サ
カ
テ
リ
カ

、
ヤ
キ
タ
リ

コ
、
ニ
テ

下
照
姫
寄
ヲ

ヨ
ミ

シ
ヲ
エ
ヒ
ス
苛
ト
云
也
味
娼
高
彦
根
尊

ハ
下
/
照
姫

ノ
兄
第

也
又

ハ
天
稚
ミ

コ
ノ
兄
弟
也

セ
ウ
ト
ト

ハ
男
ノ
兄
弟

ヲ
云
也

天

ヘ
モ
帰

ラ

ス
メ

ア
リ

シ
カ
天
照

ノ
箭

ニ
ア
/
タ
リ
テ
死

ス
後

二
残

ヲ
天

ヘ
ウ
ツ

ス
時

二
下
照
姫

ノ
兄
弟

ヲ
ツ
レ
テ
ノ
ホ

レ

ハ
此
弟
ウ
ツ
ク
シ
ク
テ
岡
谷

ニ
テ
リ
カ

＼
ヤ
ク
也
/

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

(云
義
ア
リ
)

又

ノ
秘
説

ニ
ハ
上
下

ニ
テ
リ
カ

、
ヤ
キ

テ

(人
ノ
)
ミ
ヌ
人

ハ
ナ
キ
ト
也

(地

上
界
下
界

ワ
カ

レ
テ

ハ
シ
タ

テ
ル
ビ
メ

ノ
葺
ガ
下
界
ノ
始
也

天
照

ハ
天
ノ
浮
橋

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

(
ニ
メ
壊
ス
ル
コ
ハ
ナ
キ
也
)

テ
ノ
ミ
ョ
ム
也
)
久
堅

ハ
堅
固
不
壊
ノ
義
也

(
エ
ヒ

ス
嵜

ハ
イ
ナ
カ
寄

也

ス
サ

ノ
ヲ

ハ
ソ
サ
ト

ヨ
ム
也
)
天
照
ト

ス
サ

ノ
オ

ノ
ミ

コ
ト
心
中

/
ア
シ
キ
也
四
人

ノ
兄
弟

ア
リ
月
神

ヒ
ル

コ
ソ
サ

ノ
ヲ
等
也

(月
神

ハ
無
事
也

ヒ

ル
コ

ハ
三
年
足

手
ロ

タ

、
ス
龍
宮

ヲ
ツ
カ
サ
ト
ル

ス
サ

ノ
ヲ

ハ
男
神
也
世
ヲ

バ
カ
ラ

ン
ト

ソ
天

照

ト
中

ワ

ル
シ
一 

 
 
 

 
 

毛

度

イ
サ
カ

フ
テ
七
度
メ

ニ
天

ヨ
リ
征
伐

ス

出
雲

ノ
ス
カ

チ
ノ
里

ニ
ス
ミ

テ
大
仕

 
 
})
後

二
懇
望

ノ
和
与

メ
劔

ヲ
呑
テ
誓
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也

(安
徳

ノ
時

ノ
況

シ
)
宝
劔
是
也
和
/

ス
ル
ヲ
以

テ
天
下
太
平
也
故

二
大

二

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

(タ
ッ
イ
ツ
モ
八
重
カ
キ
ノ
)

 
 
 
和

ス
ル
ト
書
テ
ヤ

マ
ト

＼
読
也

コ
、
ニ
テ
入
雲

ノ
亘
則ヲ

ヨ
ム
也

(其
後
)
升

一

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

(
ヨ
ム
) 
 
 

モ

 
 
 
字

(
ヲ
ヨ
ム

ハ
)
嘉
例

ニ
ナ

ル
也
/

(専

ハ
長
寄

ヲ
ヨ
ム

ヘ
キ

コ
也

三
種
神
器

 
 
 

ハ
第

二
代

ヨ
リ
始

レ
リ
初
代
ノ
寄

ハ
ア

マ
リ

ス
ナ
ヲ

ニ
テ
今

ノ
下
界

ノ
人

ハ
シ

 
 
 
ラ
ヌ
也
)
神
代

ノ
寄

ハ
六
ノ
過
ヲ

ハ
ナ

レ
タ
リ
眼
耳
鼻
等
也
此
過

ヲ

ハ
ナ
レ
タ

 
 
 
ル
ポ
ト

ニ
心
得
カ
タ
キ
也
ソ
ラ
ミ
ツ
ヤ

マ
ト
/
ノ
国

ト
云

ハ
天

ニ
テ
見

タ
ル
ヤ

 
 
 

マ
ト
ノ
国
也

(此
上
古

ニ
ハ
六
義
十
躰

ハ
ナ
シ
)
澆
季

ニ
ナ
リ
テ

(
ハ
戒
文

ヲ

 
 
 
シ
ラ
イ
テ

ハ
叶

フ

ヘ
カ
ラ

ス
故

二
)
種

々

二
寄

ノ
躰
出
来
タ

リ
サ

レ

ハ

(今

ハ

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

(葉
)

 
 

古
今

ヲ
モ
シ
ラ

ス
)
古
今

ヨ
リ

モ
万
代

ハ
/

シ
ラ
レ
ス
万
葉

ヨ
リ
モ
神
代

ノ
歌

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

≧
葉

 
 
 

ハ
シ
ラ
レ
ヌ
モ
ノ
也
是

ニ
テ
本
ノ
心
ワ
キ
カ
タ
カ
リ
ケ
ラ
シ
ト
云

「
ヲ
知

ヘ
シ

ー0
 
尚
通
筆
録

の
聞
書
を
実
隆
が
借
り
う
け
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

る
。 

『実
隆
公
記
』

 
に
、
直
接
的

な
言
及

で
は
な

い
が
例
え
ば

 
 
…
…
宗
祇
法
師
来
陽
明
前
関
白
古
A碓

講
尺
、
明
後
日
五
日
可
終
功
、

一
昏
可
進

 
 
上
之
、
執
筆
仁
無
之
由
相
談
之
問
、
予
染
筆
了
、
某
躰
、

 
 
 

古
今
集
事

 
 
 
右
暴

逞
法
師
煉
翻

難

霧

㌔

院
八
代
之
孫
下
野
守
常
縁
相
伝
之
議

奉

 
 
 
授
近
衛
前
殿
下
詑
、

 
 
 

 
明
応

七
年

二
月

五
日
釈
宗
祇
判

 
の
如

き
記
事
が
あ

る
こ
と
は
、
宗
祇
を
媒
介
と
し
て
こ
の
二
人
に
濃

い
学
的
交
流

の

 
生
じ
た
蓋
然

性
を
考

え
さ

せ
る
。
文
亀
三
年
七
月

二
六
口
の
実
隆
邸

に
お
け
る
宗

祇

 

一
廻
追
善

五
十
首
和
歌

に
尚
通

は
出
詠
し

て
も

い
る
。

11
 

『十

口
抄
』
成
立
論

に
は
今
立
入
ら
な

い
。
稿

を
改

め
て
考
察
す

べ
き

だ
が

、
鍵

 
に
な
る
の
は
宗
碩
自
筆

の
聞
書

で
あ

る
。

12
 
続
史
料
大
成

『後
法
興
院
記
 
三
』
に
よ
る
。
こ

の
条
は
、
横
井
金

男
氏

『古
今

 
伝
受

の
史
的
研
究
』

に
引
用
さ
れ

て
い
る
。
な
お
小
論
は
こ
の
書

の
お
か
げ
を
蒙

る

 
と
こ
ろ
が
多

い
。

示

(
昭
和

四
五
年
)

の
目
録
解
題

に
於

て
平
沢

五
郎
教
授
が
指
摘

さ

れ

て

い

る
。
今

回
平
沢
先
生

の
懇
篤
な
御

示
教

の
下

に
そ

の
御
説
を
稿
者
な

り
に
敷
衛

す
る
機
会

を
与
え
て
い
た
だ

い
た
。

ま
た
数
年
来

お
教

え
願

っ
て

い
る
岩
松
研

吉
郎
先
生
に
は
原
稿
を
御

一
読
後
種

々
御
助
言
を
賜

っ
た
。
併

せ
記

し
て
謝
意

を
表
す
る
も

の
で
あ

る
。

一47一

 

(追
記
)
 

こ
こ
に
問
題
と

し
た
斯
道
文
庫

の

『
古
今
和

歌
集
序
等
聞
書
』
が

宗
祇
講

・
実
隆
筆
録

で
あ

ろ
う

こ
と
は
、
は
や
く
同
文
庫
開

設
十

周
年
記
念

展


